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1巻頭言

巻 頭 言

1995年兵庫県南部地震では、初歩的な被害から現

状では説明に窮するような被害まで種々雑多な被害

が一時に噴出したため、それまでに構築されてきた

地震工学の知見や耐震技術と被害実態との関係を見

極めるのに随分時間を費やしてしまった。しかし、

そこからようやく見えてきたのは根拠が明確でない

技術過信とそれに依存した自然災害に無防備で無責

任な社会システムであった。

ここでいう社会システムとは、地域社会およびそ

こに居住する人々に安全で快適な環境を提供するた

めのあらゆるサービスと、それを享受する人々の側

の協力態勢が体系化された状態のことを考えている

が、兵庫県南部地震の頃には大震災時の危機管理体

制といったものは国にも地方にも充分には具備され

ておらず、また信頼できる指導者を欠いていたため、

そもそも社会システムなどと呼べるものは存在して

いなかったのかも知れない。

もう一つ、兵庫県南部地震の被害実態が非常に見

えにくかった理由として、神戸・阪神地域の被害形

態に都会的な側面と田舎的な側面の二つが混在して

いたことも考えられないだろうか。もちろんここで

は都会と比べて田舎を蔑視するつもりは毛頭なく、

それぞれの地域社会に特有の日常生活のためのコミュ

ニケーションや背景としての社会システムが、震災

時の被災状況や震災後の復旧・復興過程の中にも地

域の特色として反映されるのではないかと考えてい

る次第である。

それから10年後に発生した2005年福岡県西方沖地

震の場合にも、被害形態には都会的な側面と田舎的

な側面の二つが現れたが、それぞれの地域は完全に

分離されていたので、神戸に比べれば非常に判り易

かった。すなわち、田舎型被災地の代表は震源に近

い玄界島であるが、小島の斜面上に密集した典型的

な漁村集落が壊滅的被害を受けた状況は、兵庫県南

部地震の際の淡路島北淡町富島地区の状況に近いも

都会の地震と田舎の地震
― ―被災者は果たして平等か？  ―

瀬尾和大東京工業大学

のがあった。

玄界島の200世帯の被災者は島外一斉避難の後玄

界島と本土側に各々100戸ずつ建設された仮設住宅

で3年間を過ごし、国・県・市の支援による復興工

事によって帰島を果たしている。それにしても200

世帯分の私有財産を全て行政側が買い上げ、大規

模な斜面造成工事の後、公営住宅の建設と宅地分

譲によって短期間のうちに驚異的な復興を成し遂

げた背景には、行政側の全面的な支援が不可欠で

あったことは当然のこととして、被災者である全

島民が島民総会という意志決定の場を有効に活用

できた点も大きかったと推察される。

一方、福岡市の中心市街地では、震源から距離

が離れていたこともあって大きな被害は発生しな

かった。しかし、古いSRC造10階建てオフィスビル

の外壁ガラスが飛散して路上に降り注いだり、14

階建て新築マンションの非構造壁に発生したせん

断亀裂が隣りの玄関ドアを圧迫して居住者の避難

活動を妨げたり、同じく新築の15階建てマンショ

ンではエキスパンションジョイント部分で2棟の建

物が衝突し、重量500kgものコンクリート製の手摺

り壁を10階から地上の玄関脇に落下させるなどの

被害が見られた。犠牲者が生じなかったのは地震

が偶々休日の午前中に発生したという偶然による

もので、まかり間違えば重大な人的被害が発生し

ていたかも知れないというところに大都会で今後

とも起こり得る地震被害の特色が潜んでいるよう

に思えてならない。

一般に、上記のような比較的軽微な災害に対して

社会は冷たいところがある。大きな社会問題になる

かどうかは、犠牲者が多く発生したかどうか、それ

をマスコミが大きく取り上げたかどうかに依存し、

前述の『まかり間違えば重大な人的被害が発生して

いたかも知れない』という論理は通用しないようであ

る。従って福岡の新築マンションの被災者は都会の
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中の少数派として、また『非構造被害は建築基準法に

違反したものではない』との理由から、建築主や施工

業者のみならず防災行政・建築業界・建築学界から

も何ら支援が得られない状況が続いている。

このようなマンション居住者と玄界島の漁業集落

の住民との間で、震災後の行政側の対応が極端に異

なるのはいったい何故なのか。一つには、自力で回

復できるかどうかという被災程度についての行政判

断があったに違いない。もう一つは被災者側の団結

力の強さということもあるのではないかと考えられ

る。玄界島の島民は福岡市民であると同時に漁業を

共有する職業集団でもあって，緊急時の団結力が強

いのは当然であろう。一方のマンション居住者は多

様な価値観を持ったサラリーマン家族が大勢を占め

ているため、緊急時であるからといって即座に管理

組合への結集を求められても対応は困難であったと

推察される。

エンドユーザーとしてのマンション居住者と建築

主（売主）・施工業者の間で、震災時にどの程度まで

の被害を許容するか、補修費用はどうするのか、建

物の設計・施工上の瑕疵はどのように判断するのか

など、いわゆるリスクコミュニケーションの必要性

については最近ようやく建築学界でも認識され始め

たところである。しかし早急に対応策を考えておか

ないと、東京や大阪等の大都市圏で懸念されている

直下地震の際に福岡と同じようなマンション被害が

続出し、今度こそは大きな社会問題になるのではな

いかと危惧される。それは福岡の教訓がその後の防

災対策に全く活かされなかったことを意味しており、

福岡の被災者に対して大変申し訳ないことではなか

ろうか。

一方において、最近では2004年の中越地震、2007

年の能登半島地震と中越沖地震、2008年の岩手・宮

城内陸地震と、先の定義によれば田舎の地震が頻発

しているように思われる。これらの地域に共通する

課題として、中山間地域の孤立化が容易に解消でき

ない点や、高齢化社会における復旧・復興のあり方、

とりわけ被災家屋の解体は公費で迅速に行えても再

建が容易でない点についての指摘がある。それでも

都会の地震との比較でいえば、田舎の地震の方が

行政からの支援は得られ易いのではないかと想像

される。

例えば中越地震の際に斜面崩壊と土砂ダムに埋ま

った旧山古志村は、玄界島と同様に3年後には希望者

はすべて帰還を成し遂げている。旧山古志村につい

て再び考えさせられたのは、つい最近になって4年後

の完全復興を伝える報道写真1を見て、巨大な防災工

事のスケールと崖上の新築住宅群のサイズがいかに

もミスマッチに思えたからである。現地で状況を確

認してみると、防災工事を施した崖の法面は高さ・

幅ともに100mを超える巨大なもので圧倒されたが、

空撮された写真2を見ると印象は全く異なり、宿命的

とも思える斜面崩壊を繰り返しながら独自の美観を

造り上げてきた中山間集落の中に埋没してしまうほ

どの大きさでしかない。

玄界島にしても旧山古志村にしても、被災者独自

の力ではどうにも立ち行かない時に国や地方自治体

が援助の手を差し伸べてくれるのは大変ありがたい

ことで、それに対して異論を唱えるつもりは全くな

い。しかしながら巨費を投入するからには費用対効

果ということも勘案し、地域の特性に配慮した最善

の対策をと願わずにはいられない。

つい最近、エルサレム賞の受賞講演で村上春樹氏

は『高く強固な壁（システム）と、それにぶつかって割

れる卵があるなら、どれだけ壁が正しく、どれだけ

卵が間違っていようとも、私は常に卵の側に立つ』

と自らの立場を明確にし『システムが我々を作ったの

ではなく我々がシステムを作ったのだ』と述べている

が、この内容は一作家の信条としてのみならず、壁

を建築基準法や建設業界に卵をエンドユーザーや被

災者に置き換えてみれば、地震防災や建築構造設計

に携わる立場からも肝に銘じておくべき金言ではな

いかと思われる。

2 MENSHIN NO.64 2009.5

巻 頭 言

写真1（左）：中越地震から4年後の旧山古志村（朝日新聞2008年10

月22日版）

写真2（右）：旧山古志村で進行中の崖法面の復旧工事（湯沢砂防事

務所2008年4月撮影）同事務所によれば防災工事を施し

た法面は種子吹き付けによって上記の写真ほどには目

立たなくなっているとのことである。
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3免震建築紹介

1 はじめに
本建物は、神奈川県横浜市に建設された7階建の業

務ビルである（2009年4月竣工）。

既存1号館・2号館と一体管理がなされ、相互連携

による機能アップが図られている。同じ建物高（最高

限度地域内）で同形式にて建設された2号館（2000年9

月竣工）に対して、最新ニーズに合わせた基準階高

+250mm、および積載荷重+5kN/m2という仕様拡張が

達成されている。

2 建物概要
建　設　地 神奈川県横浜市

建　築　主 BHKビジネス（株）

建 築 設 計 鹿島建設（株）横浜支店

構 造 設 計 鹿島建設（株）横浜支店

設 備 設 計 （株）日立プラントテクノロジー

施　　　工 鹿島建設（株）横浜支店

建 物 用 途 事務所

延 床 面 積 10,754.44m2

建 築 面 積 1,512.72m2

建 物 規 模 地上7階、塔屋1階

軒　　　高 30.32m

基準階階高 4.45m（図3）

工　　　期 2008年3月～2009年4月

構 造 形 式 1階～R階：プレキャスト（PCa）

プレストレストコンクリート（PC）造

（PCaPC圧着工法）

基礎：鉄筋コンクリート造

塔屋：鉄骨造

床　：ハーフPC板（WT板）

外壁：PCカーテンウォール

基礎形式 直接基礎

免 震 建 築 紹 介

システムプラザ横浜3号館

原嶋 幸一
鹿島建設

牧部 一成
同

図1 建物パース

図2 基準階伏図

図3 長辺方向軸組図
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4 MENSHIN NO.64 2009.5

3 構造計画概要
本建物は、PCaPC圧着工法と免震構法を組み合わ

せている。PCaPC圧着工法は、あらかじめ工場で製

作された柱、梁のプレキャスト部材に現場で緊張力

を導入し、圧着接合にて躯体を構築していく工法で

ある（図4）。工場生産により高品質が確保され、現場

作業を簡略化し、廃棄物を大幅に削減することがで

きる。各部材は高強度コンクリートを使用している

ため、耐久性にも優れている。また、プレストレス

ト構造であるため、RC造では難しいロングスパンの

梁を可能とし、梁せいを抑えることにより、建物高

さの規制がある中で階数と必要天井高を確保してい

る。本建物では、床積載荷重10kN/m2、12.6mスパン

の架構を850mmの梁せいで構成している（写真1）。

基礎は直接基礎（独立フーチング基礎）とし、GL-

4.0m以深のN値50以上の上総層（土丹層）を支持層と

している。

本建物の免震システムは、1階床下に高減衰ゴム系

積層ゴム支承を使用している。径は1000φ、900φ、

850φを各9基、計27基を用いている。ゴム層厚はす

べて20cmである（写真2）。

γ=100％（20cm）変形時での建物固有周期は、約4

秒とし、免震ピットの水平クリアランスは60cm、上

下クリアランスは5cm確保している。

免震材料下部は、密実なコンクリート打設と設置

面の精度が確保されるよう、アンカーボルトを取り

付けたリング状のプレートを使用した。免震材料上

部の躯体から部材をPCa化し、工期短縮を図ってい

る（写真3）。以下、構造全体概要を表1に示す。

図4 PCaPC圧着工法

写真1 上部架構内観（12.6mスパン）

写真3 免震材料とPCaフーチング

写真2 免震材料の設置
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5免震建築紹介

4 免震構造概要
免震層の長期軸力は、5,700～10,900kNである。建

物妻側の1、9通りの軸力は、片持ちスラブとPCカー

テンウォールの重量により、中柱とほぼ同じ軸力と

なっており、免震材料の引抜き抵抗に対して有効と

なっている。これら長期軸力に対して、積層ゴムの

長期面圧が12N/mm2程度以下となるよう径の設定を

行った（図5）。

免震層での偏心率は、長辺方向0.2％、短辺方向

0.12％となっている。

5 設計方針
耐震性能目標は、表2のように定めた。

6 地震応答解析
1）振動解析モデル

解析モデルは、各階床位置を質点とする8質点等価

曲げせん断モデル、免震層は免震材料の特性を評価

したスウェイ・ロッキングばね（ロッキングばねは弾

性）としている。

上部構造のスケルトンカーブは、Tri -Linear型と

し、履歴法則は、PCaPC造の復元力特性を考慮して

長辺、短辺方向とも履歴エネルギー消費のない非線

形弾性とした（図6）。免震層の高減衰積層ゴムの復元

表1 構造全体概要

図5 免震材料配置

表2 耐震性能目標

02_建築紹介_鹿島建設.qxd  09.5.14 11:17 AM  ページ 5



6 MENSHIN NO.64 2009.5

3）応答解析結果

図7に長辺方向の応答結果を示す。各階の最大応

答加速度は200gal以下、免震層の最大変位は32.4cm、

各階の最大層間変形角は1/500以下、免震材料は上

下地震動を含め引抜きは生じておらず、表2の耐震

性能目標を十分に満足している。

7 おわりに
無事竣工を迎えることができ、お客様をはじめ、

関係者一同に厚くお礼申し上げます。また本建物の

設計において、ご協力いただいた（株）PC建築技術研

究所をはじめ、関係者の方々に感謝いたします。

【参考文献】

1）「PC部材の履歴特性とPC造建物の地震応答性状」、林・岡本・小

谷・加藤・傅、プレストレストコンクリートVol.37,No4,Jul.1995

2）「小田急海老名分譲マンションB・C街区（VINA MARKS）」、

丸山、MENSHIN NO.41 2003/8

力は、修正Bi-Linear型とした。

上部構造の減衰は、1階床を固定とした場合の1次

振動に対して3％の初期剛性比例型の内部粘性減衰、

免震層については0％とした。建物の固有周期は、

表3に示すように1階床固定時が1.1秒に対して、レ

ベル2相当時が4.7秒である。

2）入力地震動一覧

振動解析に用いた入力地震動は、告示3波（乱数位

相、八戸位相、神戸位相）と観測波3波とした（表4）。

工学的基盤は、基礎下端の土丹層とし、これら6波を

免震材料の基部より直接入力した。

図6 上部構造の復元力特性

表3 固有周期

表4 入力地震動一覧

図7 地震応答解析結果（レベル2,長辺方向）
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7免震建築紹介

1 はじめに
本建物は、東京都江東区に建設される事務所及び

衛星放送施設である。屋上に搭載されたパラボラア

ンテナから通信衛星に向けて送信するメディアセン

ターとしての機能を担っており、免震構造に支えら

れた堅牢な構造と基幹設備の二重化によって24時間

365日、たとえ大災害が起きても放送サービスを継続

できるよう計画されている。建物は機能的に、放送

機器を納める“物のゾーン”と社員が執務する“人のゾ

ーン”と、これらの間を貫く5層吹抜のアトリウムで

構成されている。自然光や自然通風、内部植栽など

によってアメニティーを高めたこの大きな吹抜け空

間ではトップライトを通して屋上のパラボラアンテ

ナを望む事ができる。平面的には、東西方向57.0m、

南北方向60.0mのほぼ正方形に近い形状で、立面的に

もセットバック等は無い。階高はB1階3.9m、地上階

は4.65m～5.50m、軒高は25.65mである。外装は、プ

レキャストコンクリートパネル及びアルミ製ルーバ

ー等により構成されている。

2 建築概要
建物名称：スカパー東京メディアセンター

建 築 主：スカパーJSAT株式会社

設　　計：（株）竹中工務店東京一級建築士事務所

施 工 者：（株）竹中工務店東京本店

建 設 地：東京都江東区新砂1丁目1-2

主 用 途：事務所

建築面積： 3,951.58㎡（1,195坪）

延床面積：17,579.86㎡（5,298坪）

階　　数：地下1階・地上6階・塔屋1階

最高高さ：30.55m

構造種別：S造、一部SRC造、免震構造（中間階免震）

基礎形式：杭基礎

免 震 建 築 紹 介

スカパー東京メディアセンター

大畑 勝人
竹中工務店

伊藤 武司
同

池田 次寿
同

図1 南側外観写真（撮影：小川泰祐）

アトリウム

人のゾーン 物のゾーン

図2 3階平面図
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3 構造計画概要
本建物は地下1階、地上6階の事務所及び衛星放送

施設である。大規模な災害発生時においても放送事

業が継続できるという建築主要求性能に対し、大地

震時における建物・衛星放送関連設備・その他設備

機器の機能維持のために免震構造を採用している。

構造種別・架構計画

上部構造は柱にコンクリート充填鋼管（CFT）、梁

にH形鋼を用いた鉄骨造を採用している。ただし、1

階大梁については、免震層の剛性を高める為に鉄骨

鉄筋コンクリート造とした。

架構形式は両方向ともブレースを有するラーメン

架構とし、高い剛性と圧縮耐力が得られる座屈補剛

ブレースを主に外周部に配置し、建物のフレキシビ

リティを阻害しない計画としている。

地下・基礎構造

地下構造（免震ピット部）は鉄筋コンクリート造と

している。マットスラブを主体とし地下1階となる部

分は基礎梁を併用している。

沖積粘性土層がGL-48m付近まで連続している軟弱

地盤であることから、地業には高い支持耐力と変形

性能を有する先端根固め式の鋼管杭を採用し、GL-

50mの洪積砂質土層（N値50以上）に支持させている。

またGL-10m前後まで液状化の恐れがある砂質土層が

あるため、深層混合処理工法（TOFT工法）による格子

状地盤改良を実施している。

4 免震計画概要
免震装置の選定は、軟弱地盤上で効果的に免震性

能を発揮させるため、免震周期をできる限り長周期

化し床加速度応答を抑えることと、履歴減衰と粘性

減衰を組合せ、充分なエネルギー吸収を図ることを

目標として行った。その方針により、本建物の1階

梁下に、直径700mm～1100mmの鉛プラグ入り積層

ゴム25台、天然ゴム系積層ゴム6台、弾性すべり支

承5台、オイルダンパー20台を配置した中間階免震

構造となっている。外周部擁壁と1階床梁とのクリ

アランスは免震層の変形を考慮して500mmを確保し

ている。当初の計画では地下階がなく1階梁下に免

震装置を配した基礎免震架構であったが、駐車場の

建物内配置のニーズに応えるべく、免震層に自走式

駐車場を取り込む計画へのダイナミックな変更を行

った。掘削土量の最小化を図るため、免震層基礎の

マットスラブを連続的に屈曲させ、駐車場として必

要な範囲だけを必要な高さまで免震層スペースを広
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図3 軸組み図

天然ゴム系積層ゴム

弾性すべり支承 鉛プラグ入り積層ゴム

オイルダンパー

図4 免震装置配置図
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げる構造とした。その結果、法規上は地下1階であ

るが、基礎免震とほぼ同等の取扱いとなり、中間階

免震では通常必要となる免震支承の耐火被覆は限定

された積層ゴムのみで済み、すべり支承を無耐火被

覆で採用することが可能となった。

5 振動応答解析の概要
1）耐震性能目標と設計用入力地震動

建物および免震層の耐震性能目標値を表1に示す。

設計用入力地震動は、告示波3波、標準波3波およ

び模擬地震動2波とした。表2に採用波の一覧を示す。

2）振動解析モデル

振動解析モデルは、各階床位置を質点とする6質

点等価せん断型モデルとしている。上部架構の復元

力特性はバイリニア型とし、免震層においては鉛プ

ラグ入り積層ゴムを修正バイリニア、天然ゴム系積

層ゴムを弾性、弾性すべり支承を正規バイリニアと

した。免震層を固定とした場合の上部架構固有周期

を表3に示す。また積層ゴムのせん断歪み度レベル

で50％および200％時の等価固有周期を表4に示す。

3）応答解析結果

図5、6に極稀地震時の標準状態における応答解析

結果を示す。放送設備が集まる事務所空間である2

～5階の床応答加速度は200gal以下に抑えられてお

り、高い免震効果が発揮され当初の目標が達成され

ていることが示された。

6 吹抜けを考慮した地震時応答の検証
本建物は、②～③通り間の2階床からR階床に吹抜

部（接続部分）を有している。西側部分と東側部分で

は大きく用途が異なるため、床荷重の違いも大きい

が、それぞれのY方向の層剛性比をできるだけ等しく

9免震建築紹介

表1 耐震性能目標

表2 入力地震動一覧

表3 免震層固定時の固有周期（sec）

表4 免震層変位時の等価固有周期（sec）

図5 X方向（極稀地震動）

図6 Y方向（極稀地震動）

03_建築紹介_砂ビル.qxd  09.5.14 11:31 AM  ページ 9



干大きくなっているが、十分設計目標値（1/200）

以内であることを確認した。また、最大応答層せん

断力は西側・東側の合計が基本モデルとほぼ同様の

結果（1～2％減少）であり、両質点を連結している

各層の最大せん断ばね応力をスラブのせん断断面

積で除した応力度は最大でもτ＝0.72N/mm2とコン

クリートの短期許容せん断応力度以下であり、静

的な検討結果の妥当性を検証している。

7 おわりに
本建物は2008年の7月末に無事建物の引渡しが完

了した。その後、各種放送関連設備が徐々に構築

される計画となっているが、一部の放送設備は実

装され全国の利用者へむけた配信が24時間続けら

れている。

今回このような素晴しいプロジェクトの設計に携

わることができたのも、ひとえに質の高い建物を創

るという建築主を初め関係者一同の強い想いのお陰

だと認識している。この場を借りて感謝の意を表し

ます。
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図9 最大応答変位の比較（極稀地震時レベル、Y方向）

図10 最大応答層間変形角の比較（極稀地震時レベル、Y方向）

する架構計画を行っている（図7）。その結果、静的弾

性解析によりY方向地震時（設計用地震力）に各階の接

続部に生じる床の面内せん断応力度が最大τ＝

0.60N/mm2と、コンクリート（Fc21）の短期許容せん断

応力度 fs＝1.05N/mm2より十分小さく接続部の床の剛

性および強度は確保されていることを確認している。

かつ、地震時の動的な影響を把握するため、図8

に示す様に吹抜部の床接続部をバネ評価したツイン

タワー解析モデルを構築し時刻歴応答解析を実施し

ている。全体を一体とした質点系モデルを基本モデ

ルとして、西側、東側とを比較した解析結果を図9、

図10に示す。

基本モデルと比較して、ツインタワーモデルでは

西側・東側ともに最大応答変位が5～6%小さくなっ

ている。最大層間変形角は西側で1/329（3階）、東

側で1/364（4階）となり、西側で基本モデルより若

図7 吹抜け部と接続部分の架構

図8 吹抜けを考慮した解析モデル
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11免震建築紹介

1 はじめに
本校は日本大学の付属高校であり、日本大学文理

学部の併設校です。京王線の桜上水駅または下高井

戸駅から歩いて8分の日本大学文理学部や公立校・

住宅に囲まれたエリアにあります。

2 建物概要
建物名称：日本大学櫻丘高等学校本館

建設敷地：東京都世田谷区桜上水3丁目24番22号

建物用途：高等学校

建　　主：日本大学

設　　計：日本大学本部管財部

設計協力：（株）イクス・アーク都市設計

監　　理：日本大学本部管財部

監理補助：（株）イクス・アーク都市設計

施　　工：（株）フジタ　　　（建築工事）

（株）サンテック　（電気工事）

第一工業（株） （設備工事）

延床面積：11,663.58m2

建築面積： 3,199.04m2

階　　数：地上5階建

高　　さ：21.45m

構造種別：校舎棟（免震構造）RC造

プール棟（耐震構造）RC造一部S造

免震構造：基礎免震構造（校舎棟）

工　　期：平成19年1月～平成21年12月

3 設計コンセプト
生徒の学習環境を整備・改善することを第一の目

標とし

①『学習環境』

②『安心・安全』

③『対話』

④『中心性』

という4つのキーワードを『次世代に向けた教育施

設を考える』というフィルターを通しデザインを具

現化させていくことを常に意識しました。

4 建築計画
①普通教室：33室＋予備教室3室

②特別教室：4室

③管理機能：校長室・教員室・会議室・事務室等

④体育施設：25m屋内温水プール・多目的室等

1階は天窓から自然光が降りそそぐ吹抜け空間の

アトリウムをコアとし、木質調仕上材で空間全体を

やさしく包み、開放的なコミュニケーションの場を

意図しています。

基準階は広くなった教室とコミュニティホール・

ラウンジを、オープンスペースと位置づけた廊下で

平面的に連続させています。また、その廊下は吹抜

けに対して回廊状に囲む形態とすることで、各階を

一体空間として創り出しています。

プールは最新の濾過システムを採用しており、防

火・備蓄用の利用も可能な水となっています。また、

免 震 建 築 紹 介

日本大学櫻丘高等学校本館

賀古 敏文
イクス・アーク都市設計

写真1 建物外観
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校舎棟とは別棟とすることで機能上の分離を図ると

共に、最高6.5mの天井高さと側面開口からの自然光

を確保し、年間を通して利用できる学習環境を整え

ています。

5 構造計画
校舎棟の設計方針

略算的な設計法である免震告示設計に加え、精算

的で信頼性の高い設計法である地震応答解析による

検討も行い、より厳しい条件で設計を行うことで建

物の高い耐震安全性を確保しています。

①上部構造の設計方針

・極めて稀に起こりうる地震（以下「大地震」）に

対して、柱・梁などの部材に損傷が生じないよ

う許容応力度設計を行う。

・大地震時に生じる各層の変形は、階高の1/300

以下とする。

②免震層の設計方針

・免震層には、角型・鉛プラグ挿入型積層ゴム

支承及び角型・天然ゴム系積層ゴム支承を用

いる。

・常時荷重時に免震装置に生じる圧縮面圧は、

基準面圧以下とする。

・大地震時に免震装置に生じる面圧は、上下振

動の影響を考慮した上で、圧縮側では基準面

圧の2倍以下・引張側では1N/mm2以下とする。

・大地震時の免震層の変形量は50cm以下（せん断

ひずみ率250％以下）とする。

・免震層の偏心率は0.03以下とし、大きなねじれ

を生じさせない。

・免震層のクリアランスは、大地震時に生じる

変形量に10cm以上の余裕を持たせる。

6 設計のプロセス
スタートから基本設計説明会

設計は大学・高校の教職員で構成される建設委員

会との協議から始まりました。委員会は災害時の生

徒・教職員の安全を強く希望されており『安全・安

心』のキーワードで協議を行っていきました。

当初、免震構造の採用は本館建設のプログラムに

はありませんでした。設計的見地から免震構造の採

用を提案しました。

免震構造の採用に当っては、委員会に対して

①免震・耐震・制震の工法比較表

②免震装置の基本納まり

等の資料を作成し、その特徴を理解していただくこ

とから始めました。その間も設計側では、配棟計
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写真2 アトリウム

写真3 25m屋内温水プール（非免震棟）

写真4 地下ピット内免震装置
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画・構造的な検証・細部の納まり・建設コスト比較

など実現に必要なことを詰めていき、基本設計説明

会においてその方針を報告しました。

実施設計説明会まで

免震構造の採用が決定してから、委員会において

は『建物が動くことに対する安全性』に関心が集まっ

てきました。具体的には、接地階での免震可動部に

おける生徒の安全確保です。

標準納まりや写真による説明と合せて、免震構造

の校舎のある高校の見学なども行い、実際の納まり

状況や校舎を使用されている方々から直接意見を聞

くことができました。見学を行ったことで、免震構

造ではあっても使用する上で特別な心配はなく、通

常の構法・校舎と変わらないのだという理解に至

り、より『安全・安心』のキーワード実現に近づい

ていきました。

実施設計説明会

設計のまとめとして

①構造の設計方針

②免震装置標準納まり

③免震構造の仕組み

④採用免震装置の選定理由

⑤設置する免震装置の図・写真

⑥積層ゴム・鉛プラグの働き

⑦『応答解析及び告示計算』において建物が高い

安全性を有していることの報告

を説明し、免震構造の校舎の設計を承認していただ

きました。

7 おわりに
4月には新入生を迎え、本格的な校舎の使用が始ま

っています。天窓からの自然光が降り注ぐ1階のアト

リウムには『免震装置見学コーナー』として、実際に

免震装置を見ることができる床窓開口と免震構造を

説明したパネルを設置しています。

校舎を日々使用している生徒・教職員はもちろん

父兄や来客の方々に、その安全性を少しでも実感し

ていただきたいと考えています。

13免震建築紹介

写真5 免震装置展示コーナー

写真6 免震説明パネル

写真7 床窓開口

04_建築紹介_賀古.qxd  09.5.14 11:32 AM  ページ 13



14 MENSHIN NO.64 2009.5

1 はじめに
2009年2月11日～14日の期間、アメリカ ユタ州の

ソルトレークシティにおいて、EERI-WSSPC Annual

Meetingが開催された。最終日に免震構造の採用に

より耐震改修を行ったSalt Lake City State Capitol（ユ

タ州連邦議会議事堂）の見学会が開催されたので、

その内容について紹介する。

2 建物概要と歴史的な流れ
ユタ州連邦議会議事堂は、Richard Karl August

Klettingの設計で1916年に完成した建物である。議

事堂は、町のあらゆる場所から目にとまるようアー

セナルヒルの頂上に建設されている。1906年のサン

フランシスコ地震の際の火災の影響を受け、耐火性

を考慮して鉄筋コンクリート造が採用された。

平面形状は南北方向66m×東西方向121mの長方

形、最高高さは約85mである。上部構造4階建て、

一部に地下1階と屋根裏部屋とがあり、写真1に示す

ように建物中央にロタンダを配している。コリント

様式とイオニア様式の柱で飾られ、外壁は花崗岩仕

上げとなっている。

現在、敷地から数百m離れた位置にマグニチュー

ド7.3クラスの地震を発生させる可能性のあるワサ

ッチ活断層の存在が確認されている。しかし、建設

用地が選定されたときには、この活断層の存在は認

識されておらず、議事堂は十分な耐震設計が行われ

ていなかった。

1998年に国は、この歴史的建造物の耐震性を向上

させ、設備的な機能性をも改善するための計画に着

手し始めた。この建物が設計された時には、地震に

対する配慮が極めて低く、僅か0.4％の地震力で設

計されたそうである。振動応答解析を実施してみる

と、東西方向の剛性はある程度確保されているよう

であるが、南北方向へは大きく変形し、ロタンダの

ドームから崩壊する危険性が示された。耐震壁を入

れた場合、南北方向の剛性も確保されるがさらにド

ームの揺れが大きくなることが分かった。

このため、耐震性を向上させるためには、免震構

造の採用が最も有効であると判断された。想定地震
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Salt Lake City State Capitol

森田 慶子
福岡大学

写真1 Salt Lake City State Capitol外観

写真2 ロタンダの内部
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Mr. Konrad Eriksenに尋ねてみた。彼は、「DISでは更

に大きな直径のLRBを作成することも可能である

が、アメリカでは地震の特性により、それほど大き

な水平変形が発生するとは考えられないので、この

サイズで十分。面圧の調整は、複数個組み合わせる

ことで解決する。むしろ、確かな品質で作成でき、

検証試験も行えるサイズを使う方が有益と考えてい

る。」と説明してくれた。

4 免震層と建物外周
公共施設ということで、免震層を一般に対して積

極的に公開しているようである。地下一階の廊下を

利用して免震層見学のためののぞき窓が設けられて

いた。（写真3、4）

また、写真5に示すように、玄関まわりはカバー

プレートで覆われている形式であった。建物の側面

は、小動物の進入を嫌って、手が入る程度（3cm程

度）浮かしてあった。

5 おわりに
ユタ州連邦議会議事堂のほかにもアメリカでは、

ユタ大学のMarriott Library BuildingやPasadena City

Hallも免震構造の採用により耐震改修を行ってい

る。ネバダ大学リノ校のProf. Ian G. Buckleは「近年

アメリカでは免震構造が新築への採用されることが

少なく、レトロフィットばかりだ」と残念がってい

た。しかし、担当の構造設計者たちから「歴史的建

造物の価値を十分に生かしながら耐震性能を向上

させるためには、免震構造の採用が最も有効であ

る」という意気込みを感じ取ることができた。新

たな計画も進行中とのことである。アメリカでは

今後も免震レトロフィットが盛んに行われること

が予想される。

15免震建築紹介

が発生した場合でもその応答を1/4未満に減らせる

だろうと推定されている。ロタンダまわりの柱や壁

は、コアを抜いてコンクリート強度試験を実施し、

強度不足であることが判明した。内装に最大限影響

を与えないように耐震壁を入れて補強されている。

設計作業は2002年から開始し、工事着工は2004年

からである。2007年に完成し、2008年1月に落成式

が行われた。工事費用の総額は約2億ドルである。

3 構造概要
鉄筋コンクリート造の建物は、265個の鉛プラグ

入り積層ゴムアイソレータ（LRB）で支持されている。

大部分が直径91cm、高さ50cmのLRBで、面圧σ＝

3.5N/mm2で使用されている。基本的に柱の下に1個

のLRBを配置しているが、ロタンダは4本の柱で支

えられており、荷重が集中することになる。面圧を

合わせるために、ロタンダの既存の基礎をポストテ

ンションの新しい基礎で補強し、それぞれの柱下に

8個のLRBを配置している。

改修前の建物の固有周期は0.6秒であったが、改

修後の固有周期は3秒に延びたという。このため、

免震クリアランスは60cm確保されている。

ロタンダの下に直径の大きなLRBを使うことを考

えなかったのかとDynamic Isolation systemsの取締役

写真3 のぞき窓を通して免震層を眺める見学者

写真4 免震層の様子 写真5 玄関まわりの様子

05_建築紹介_福岡大学.qxd  09.5.14 11:32 AM  ページ 15
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1 はじめに
日産先進技術開発センターは小田急線本厚木駅か

ら北西に車で約20分の緑豊かな広大な敷地に建設さ

れており、大きなガラス大屋根が特徴の自然に溶け

込んだ新しい建築形態の免震オフィス建築である。

ステップ状の開放的なオフィスが4層の駐車場の上

に設けられている。

この新しい形態のオフィスは、「感性に働きかけ

る心地良い刺激のあるワークプレイス」、「コミュニ

ケーションを活性化するワークプレイス」「自然の

恵みを大胆に活用するワークプレイス」の3つのコ

ンセプトのもとに計画されたとのことである。日産

先進技術開発センターは、第9回日本免震構造協会

作品賞を受賞している。

建築物概要

建 設 地：神奈川県厚木市森の里青山

建 築 主：日産自動車株式会社

設計・監理：株式会社日本設計

施　　工：清水建設株式会社

主 用 途：事務所、駐車場

階　　数：地上7階　地下1階　塔屋2階

建築面積：15,988.59 m2

延床面積：69,471.94 m2

最高高さ：GL+ 41.46m

構造種別：屋根　S造

地上　柱CFT造、梁S造（一部SRC造）

地下　RC造

基礎種別：直接基礎＋杭基礎

構造形式：地上　ブレース付ラーメン構造

地下　耐震壁付ラーメン構造

施工期間：2005年6月～2007年5月

竹内貞光
ブリヂストン

日産先進技術開発センター事務棟
免 震 建 築 訪 問 記 ― 69

写真1 建物外観

齋藤　一
鹿島建設

写真2 建物内観

写真3 ガラス大屋根
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免震建築訪問記－ 69

2 建物概要
エントランスを入ると、ガラスの大屋根から差し

込む光で活き活きとした生命感と開放的な心地よい

刺激に溢れるとともに、ステップ状のオフィス空間

が、上下間のコミュニケーションを活性化するオフ

ィス空間を創出している。

写真１はオフィス棟のエントランス外観、写真2

は2階からエントランス側を見た内観、写真3はガラ

ス大屋根を見上げた写真である。ガラス大屋根に透

明感を持たせるためにガラス大屋根架構は、円形鋼

管の下弦材と角形鋼管の上弦材及び束材からなるフ

ィーレンデール梁を8.55m×2.35mグリッドに組んだ

単層構造としている。

写真4は、非免震部分から本免震オフィスへのア

クセス用の渡り廊下であるが、写真はEXP.部を示す。

写真5は1～3階の駐車場に設けられているRC被覆

アンボンドブレースである。

写真6はガラス大屋根を支えるY字柱であり、地

震時には水平力も負担している。

写真7はB1階駐車場の柱頭に設けられている免震

部材部分であり、耐火被覆が施されている。

写真8は光触媒冷却システムが施された大屋根を

北側から見た外観であるが、自然換気シスのテム用

吹き抜け部も見えている。

17

免 震 建 築 訪 問 記 ― 69

写真7 駐車場見学状況と柱頭免震

写真8 大屋根の外観

写真6 Y字柱

写真4 渡り廊下

写真5 駐車場のRC被覆アンボンドブレース
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3 構造計画概要
本建築物の特徴は、4層の駐車場の上に雛壇状の

オフィスを設けていることである。

駐車場の適正スパンとオフィス空間として必要な

柱割を整合させるために、駐車場階と事務所階で異

なる架構形式を採用している。

駐車場階は、8.55m×17.1mグリッドとして柱本数

を減らすことで、免震装置に適切な軸力を負担させ、

より大きな免震効果を得ている。車路計画により、

スパン方向がロングスパンとなっているが、方杖ブ

レースを採用することで、有効スパンを小さくして

梁せいと階高を抑える共に、水平力に抵抗する方杖

ブレースは、長期荷重も負担することから、耐火性

能および座屈補剛性能を併せ持つRC被覆アンボン

ドブレースとしている。

オフィス部分の大屋根架構はＹ字柱で支持され、

Ｙ字柱の分岐部には鋳鋼を用いている。

写真9、10は、大屋根の一部を支持する直動転が

り支承である。本建築物は、地下1階駐車場の柱頭

に免震部材を配置した中間階免震を採用すること

で、雛壇状の架構をねじれから開放し、スレンダー

なガラス大屋根架構を可能にしている。

基礎は、GL－5.0～－40.0mに存在する凝灰角礫岩

を支持層として、直接基礎＋杭基礎の併用基礎とし

ている。直接基礎はマットスラブおよび独立フーチ

ング基礎とし、杭基礎は場所打ちコンクリート杭と

している。

18 MENSHIN NO.64 2009.5

免 震 建 築 訪 問 記 ― 69

写真10 直動転がり支承

写真9 大屋根受け直動転がり支承

図1 構造概要説明図
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免震建築訪問記－ 69

4 見学記
実際のJOBの設計を通して、新しい技術が生まれ

ることがありますが、日産先進技術開発センター事

務棟でも、多くの技術とアイディアで顧客殿が求め

る新しいオフィスが実現していました。

クリエイティブ、クロスファンクション、コミュ

ニケーションの３つのＣをテーマにした建築形態が

周りの自然環境とも上手く融合していました。

日産自動車の大木様からは、特殊な建築形状の建

物なので関係者の意思決定や仕様の標準化、空調関

連、近くにある御幸山に住むカラス対策など、特に

ご苦労された点も伺うことが出来ました。

構造設計者の西川様からはこの建築物への思い入

れや熱意を伺い、強烈な刺激も頂きました。

この免震建物は先進技術開発業にとって望まし

いワークプレイスだけでなく、建築に携わる多く

の技術者や設計者を勇気付ける作品であると確信

しました。

5 おわりに
最後に、貴重な時間を割いてご案内いただき、貴

重なお話をお聞かせ下さった

日産自動車 酒井様、大木様

日本設計 西川様

に厚くお礼申し上げます。

日本設計殿には図1の構造概要説明図を含め、多

くの資料もご提供頂きました。

19
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写真14 見学前の概要説明状況

写真15 大木様、西川様と訪問メンバー

写真13 駐車場と車路間のEXP.

写真11 配線類のEXP.

写真12 二重鋼管座屈補剛ブレース
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シリーズ「免震部材認定」ー 97

07_免震部材97.qxd  09.5.14 11:35 AM  ページ 20



シリーズ「免震部材認定」－ 98  21

シリーズ「免震部材認定」ー 98
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1 はじめに
2008年5月12日、四川省西部を震源として発生した

大地震により、当地の文化財（世界遺産）にも多くの

被害が発生した。復興に向けて、既に中国各地より

多くの専門家や技術者が派遣され、現場では修復作

業が始まっている。この機会に日中の補修、補強の

専門家が会するワークショップ「文化財建造物等の地

震対策に関する日中専門家ワークショップ」が2009年

2月9日から13日まで四川省成都で開催された。阪神

大震災以来、文化財の地震対策に取り組んできた日

本の経験を紹介するとともに、今回の震災において

浮き彫りとなった様々な課題と今後の中国における

文化財の地震対策について意見交換を行うことで、

文化財分野における復興を支援し、あわせて日中専

門家間の国際交流を図ろうとするものである。今回、

ワークショップに参加する機会を得、文化財の修復

および構造補強に関する考え方の日中における違い、

また合わせて実施された都江堰（世界遺産）の建物調

査についても報告する。

2 ワークショップの概要
会議は四川大地震に際し、胡錦濤主席と当時の福

田首相との会談で合意した日本政府支援事業の中に

位置付けられている。主催は日本国文化庁、中国国

家文物局、実際の運営は、東京文化財研究所と四川

省文物管理局が当たっている。そのため中国の歴史

的建造物の保存修理に係る、国家、省の文物局（日本

の文化庁にあたる）担当者が中国全土から集まった。

プログラムを表1、図1に示す。

図1 プログラム

報告内容 中国側
報告

2月9日

2月10日

2月11日

2月12日

○

○

○

○

○

＜震災概況紹介と基調講演＞

＜文化財建造物の構造解析と耐震補強の考え方＞

＜文化財建造物の地震対策とその適用＞

＜文化財建造物の地震対策技術とその適用＞

被災文化財建造物の現場視察と現地討議

＜文化財建造物の地震対策技術とその適用＞

＜博物館の地震対策＞

＜文化財行政の震災対策＞

基調講演
基調講演

四川大地震における文化遺産被害の概要
日本における文化財の保存と防災・耐震対策の現状

木造建造物の構造解析と耐震診断
木造建造物の構造補強とオーセンティシティ

チャン族伝統村（歴史的町並み保存区）震災後
における緊急修復のための保存対策

木造建造物の耐震補強：事例紹介
木造建造物の構造補強とオーセンティシティ

煉瓦造建造物の構造補強
遺構の耐震補強のための地盤改良とアンダーピニング
歴史的建造物の免震改修技術
文物建築の震災後の修復理念
歴史的建造物の震災後の修復および補強
－二王廟を例として－

都江堰市二王廟、伏龍観、奎光塔

博物館の地震対策

文化財行政の震災対応－地方行政や民間の取り組み
日本における文化財防災と耐震－今後の検討課題

地震災害がもたらした挑戦と問題
－緊急事態下の世界遺産条約及び
　　　　　　　その実施に関する指針

報　　告
報　　告

報　　告
報　　告

報　　告

報　　告

報　　告
報　　告

報　　告

報　　告
報　　告
報　　告
報　　告

報　　告

表1 ワークショッププログラム

「文化財建造物等の地震対策に関する
日中専門家ワークショップ」報告

特 別 寄 稿

清水建設 林　章二
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特 別 寄 稿

2.1 中国側報告概要

中国側の報告を項目ごとに以下に示す。

1）四川省文化遺産被害概要

四川省において被害を受けた文化財は、全国重点

文物（日本の重要文化財に当たる）が83か所、省重点

文物（日本の自治体指定文化財に当たる）が147か所、

814地区である。構造別では、木造　186か所、レン

ガ造、石窟が45か所、民族風建築では100年経過した

ものが38か所、200年経過したものが25か所である。

2）民族地域の文化財被害

地震被害地域の中で、少数民族である羌族（ちゃん

ぞく）伝統村（歴史的街並み保存区）の被害が報告さ

れている。羌族（ちゃんぞく）は人口30万人で80％が

被災地域に住んでいる。被害建物の修復を進めてい

る地区は漢時代からの村で、人口160人、「桃平羌塞」

と呼ばれる地区で世界遺産である。震源から17kmと

近い割には被害が少なかった。建物の古いものは

明・清の時代もの、住居の構造は石造、小屋組は木

造で、大破と判断したものは3.1％であり、それほど

被害は受けていない。被害が顕著な文化財建築は19

戸で、原因は老朽化、不整形な増築、 が無く大き

な開口部があり、塔屋の形状がよくない、などであ

る。望楼も特徴ある建築で、上部が崩壊しているもの

がある。過去の地震においても崩壊しているか所が散

見され、修復された痕跡が認められるものが多い。

3）文物建築震災後の修復理念

歴史的建造物の修復、構造補強にについて、どの

ようにオーセンティシティを捉えるかが重要な検討

点であった。

中国の修復に対する考えは、完全倒壊建物につい

て元の場所で建て直すには、明確な根拠が必要であ

り、遺跡の上に建物を造ってはいけない。また、部

分損壊の建物を修復するうえで、耐震性、歴史の変

遷を考慮すべきであり、地震の記憶を残すことも重

要である。安易な解体、復元を認めない考えである。

構造補強及び調査について、中国側の状況および

意見を以下に整理すると、

・木造の構造設計について、静的構造計算はできる

ものの動的解析をできる人が少ない。

・補強は経験的に行っているところが多い。

・木構造について、日本と中国の構造は似ていると

考えている。

・日本の木造補強方法が役に立つと考えている。

・解体修理は中国において基本的に行わず、できる

限り保持することとしている。

・日本の解体修理のことはよく認識しており、伊勢

神宮の式年遷宮は文化の多様性として理解できる。

・中国は現状維持を旨としており、国際的なオーセ

ンティシティの認識に近いもので、できる限り人

による干渉はしないとの考えである。

・安全性と文化的価値のバランスの問題は重要な課

題であることは日本も中国も認識は同じである。

3 都江堰　現地調査
成都近郊（19km離れた）の世界遺産「都江堰」（とこ

うえん）（写真1）にある数棟の歴史的建造物の被害状

況の調査を行った。断層直上の地域で市街地では多

くの建物が倒壊し、犠牲者も多かった。

「都江堰」は堰としては世界で最も古く、漢代治水

事業の遺跡で唯一保存され、現在まで活用されてい

る岷江に作られた水利工事である。

2000年、周辺の建物を含めて世界遺産に登録され

ている。ちなみに、中国には35の世界遺産があり、

よく知られたものとして、万里の長城、秦の始皇陵、

北京原人遺跡、パンダ保護区などがある。

都江堰周辺には堰以外にも古跡があり、「二王廟」

「伏龍観」など複数の古建築群も今回の地震で被害を

受けた。これらの建物は清代に再建されたものであ

る。山間地斜面に建設されているものが多く地盤の変

形、崩壊などにより被害を受けたものが多い。

建物の構造は木造が大部分であるが、後に補強と

して用いられたレンガ、RCが部分的に用いられて

いるものがある。完全に倒壊した建物は既に整理さ

写真1 都江堰　堰堤側から二王廟を見る
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れていた。修復中の建物についての損傷経過を確認

すると、地震時にほとんどの瓦がすべり落ちたため、

荷重の軽減が図られ倒壊を免れたようである。当地

の瓦は固定しない様式がほとんどで、新築について

も同様である。

以下に各建物について状況を示す。

二王廟（写真2～6）は活断層の直上にあり、山崩れ

が生じやすい急峻な傾斜地に建てられている。複数

の建物から成り立っており、全体の建築面積は6,050m2、

現在の建物は清代に再建されたものである。軸組は

梁のほか、横臥材は柱仕口に差込み、くさびによる

締付が行われており、柱は上層までの通し柱はない。

屋根、装飾部分なども大きな損傷を受けている。修

復については具体的対策と普遍的な対策を提案する

ことが求められている。基礎の安定性確保、構造の

一体性、保存、全体修復の計画など、一連のシステ

ムとして提案することが求められている。特に、震

災直後に現場の整理がすぐに始まったため、直後の

24 MENSHIN NO.64 2009.5
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写真2 二王廟建物群被害状況

写真4 二王廟建物群被害状況

写真3 二王廟建物群被害状況

写真5 二王廟　大殿・二殿

写真6 大殿内部
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記録を全くとられていない。被災後の対応計画（歴史

的建造物に対する対処の役割分担）が明確でなかった

ことも原因である。修復工事は中国政府の要求によ

り三年間で全ての工事を完了することとなっており、

かなりのスピードが要求されている。工事予算は

12,319万元である。

伏龍観（写真7,8）は数棟の建物から成り立っており、

全体の建築面積は1,900m2。建物は清代に再建された

もの。工事予算は584万元である。軸組に板壁も組み

込まれており、比較的健全な状態であった。

奎光塔（写真9）は高さ52.67m、17層、1831年竣工の

中国で最多層の塔である。地震により塔頂は1.3m移

動、傾斜26％生じており、開口部周辺に亀裂が多く、

9層以上でねじれにより下層とのズレが生じている。

内部に鉄骨による補強が検討されている。工事予算

584万元である。

4 まとめ
ワークショップの意見交換から、歴史的建物の保

存修復について、中国には日本で行う解体修理とい

う考えはなく、現状のものをどう修理、補強するか

に重点が置かれている。

日本の考え方に理解を示すものの、積極的にその

手法を採用する考えは強くない印象であった（例えば

全解体修理など）。文化財の修理補強に関して互いの

手法をどのように考えるかに主な論点があった。

そのような中で、部分的構造補強の手法、免震化、

また、科学的な調査手法、計測の機械化などについ

ては関心が非常に強く、日本に対して情報を強く求

めている様子であった。

実務的な手法、技術を介した交流は今後とも継続

されるような雰囲気であり、日本としても構造補強

の側面から支援できる場は多い印象であった。

【参考文献】

1）中華人民共和国国家文物局,日本国文化庁：中日文化遺産地震対

策検討会　日方報告資料，2009.2

2）独立行政法人建築研究所：中国耐震基準（GB50011-2001）和訳,

2008.6．
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写真8 伏龍観　内部 写真9 奎光塔

写真7 伏龍観　外観
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記念事業委員会報告 ― 8

開催主旨　

世界中では、依然として、地震により多くの人命や財産が失われています。2008年5月の中国四川大地震

では、多くの家屋が倒壊して、8万人を超える犠牲者が発生しました。地震災害から人命や財産を保護する

ことは、社会の持続的発展に不可欠の課題であり、免震や制振といった応答制御技術を応用した建築物の

普及は、そのための極めて有効な手段と考えます。日本免震構造協会では、創立15周年を記念して、独立

行政法人建築研究所、東京大学生産技術研究所、CIB（建築研究国際協議会）との共催により、「持続的社会

のための地震応答制御建築物に関する国際シンポジウム」を開催いたします。シンポジウムでは、世界中の

研究者や技術者により、免震・制振技術の建築物への応用に関する技術開発や普及事例が紹介され、持続

的社会の実現に向けた討議が行われる予定です。建築物の耐震分野に関わる多くの技術者や研究者の参加

をお待ちしております。

開催日時

2009年9月16日（水）、17日（木）、18日（金）

シンポジウム概要

（プログラムは多少変更する場合もありえます。最新のプログラムについては、下記ホームページをご

覧ください。）

◆ 第1部：テクニカルセッション（技術分科会）

9月16日（水）

9:00 - 9:30 受付

9:30 -10:00 開会式、全体会議

10:00 -12:30 分科会（免震分科会、制振分科会）

12:30 -14:00 昼食、写真撮影

14:00 -16:00 分科会（免震分科会、制振分科会）

16:00 -16:20 コーヒーブレイク

16:20 -18:00 分科会（免震分科会、制振分科会）

18:00 -20:00 懇親会

9月17日（木）

9:00 -11:00 分科会（免震分科会、制振分科会）

11:00 -12:00 全体会議（各分科会からの報告、レゾルーション討議）

12:00 -13:30 昼食

13:30 -17:00 見学会（免制振建物視察）（海外からの参加者を優先させていただきます）

◆ 第2部：オープンセミナー（一般講演会）

9月18日（金）

8:30 - 9:00 受付

9:00 - 9:30 開会式

9:30 -12:30 免制振技術の現状（日本、中国）

12:30 -13:30 昼食

日本免震構造協会創立15周年記念事業
「持続的社会のための地震応答制御建築物に関する国際シンポジウム」

日本免震構造協会創立15周年国際シンポジウム部会
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13:30 -15:00 免制振技術の現状（米国、イタリア）

15:00 -15:20 コーヒーブレイク

15:20 -16:50 免制振技術の現状（アルメニア、イラン、台湾）

16:50 -17:50 ディスカッション

17:50 閉会式

会　　場

東京大学生産技術研究所コンベンションホール

（東京都目黒区駒場4-6-1／京王井の頭線・駒場東大前駅・池ノ上駅より徒歩10分、小田急線・営団千代

田線・東北沢駅より徒歩7分、代々木上原駅より徒歩12分）

定　　員

第1部　テクニカルセッション：免震分科会、制振分科会ともに約100名

第2部　オープンセミナー　　：約200名

参 加 費

第1部　テクニカルセッション：会員5,000円、非会員8,000円（テキスト代、昼食代を含む）

懇親会2,000円

第2部　オープンセミナー　　：無料

申込締切

シンポジウム開催日の10日前まで。ただし、定員になり次第締め切りさせていただきます。

申込方法

参加登録を下記ホームページから行ってください。

ホームページ　http://www.jssi.or.jp/15kinen/kinen.htm

問合せ先

日本免震構造協会　国際シンポジウム事務局　

TEL: 03-5775-5432 / FAX: 03-5775-5434、E-mail: sympo@jssi.or.jp
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記念事業委員会 ― 9

日本免震構造協会創立15周年記念事業

このたび、日本免震構造協会創立15周年記念事業の一環として、「国際アイデアコンペ」を、記
念事業委員会のコンペ部会が担当しました。応募課題は、「免震・制振ならできる、2050年のこん
な建物、こんな街並み、こんな暮らし」とし、夢を描いたユニークな提案を求めました。2009年2
月28日に、応募受付を終了し、海外からの応募を含む32点の作品が集まりました。ご応募、あり
がとうございました。
3月26日には審査会が開催され、この結果、最優秀賞1点、優秀賞2点、入選賞4点を決定させ

ていただきました。

審査員
委員長 川口　健一（東京大学）
委　員 入江さやか（NHK）

西川　孝夫（日本免震構造協会）
平倉　直子（平倉直子建築設計事務所）
増田　　剛（日経BP社）

賞
最優秀賞：賞状および副賞20万円
優 秀 賞：賞状および副賞10万円
入 選 賞：賞状および副賞 3万円

国際アイデアコンペの結果発表
記念事業委員会
コンペ部会委員長　立道　郁生

審査の様子
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審査結果

最優秀賞
「もやし免震」 濁川　拓也、丹羽　俊介
優秀賞
「URBAN  TREE  HOUSE」 藤井　俊二、渡邊　朗子、深尾　　仁、福山　牧男、

清水　友理、岡田　直子
「GYRO」 大橋　史和、森　　洋一、貞弘　雅晴、南　　尚孝、

北村有希子、成松　匡章
入選賞
「都市免震構想～地盤による都市免震システムの構築～」

徳山純一郎、須藤　敏己、冨澤　　健、浅岡　泰彦、
松本　研一

「Light×Growth×Tower」 小野　森司、 澤　昌義、立山　香織、大森　慎司、
福田　優子、勝又　　洋、浅野　剛史、前田　有一

「FUTURE  CITIES」 Ahmad NADERZADEH、Aliakbar NASRABADI
「爆弾免震」 熊谷　由章

総　評：審査委員長　川口　健一
当協会の創立15周年を記念した「アイデアコンペ」であり、是非、夢のあるユニークなアイディ
アを評価すべしという態度で、審査員一同、審査にのぞんだのだが、期待に反して審査員の度肝を
抜くような提案はほとんどなかった。全般的に、比較的そつのない案が多数であった。この点、先
ごろ行われた小学生絵画コンクールに無邪気で新鮮な表現が多く見られたことと、好対照である。
応募作品を並べて見て見ると、手馴れたCGワーク、環境問題や時流を意識したコンセプト設

定、適度な専門的知識、といったレベルのそろったそれなりに厚みのある提案がそろっていた。
審査が終わって分かった事だが、応募作品中、2／3がゼネコン設計部関係者であった。斬新なア
イディアを期待していた学生等のエントリーは非常に少なかった。提出締め切りが修士論文や卒
業設計の締め切りと近かったという時期的なこともあったようだ。
審査は、まず、審査員の投票により十数点に絞り、残ったものについて意見交換を行った上で

再投票を行い上位3作品の順位を決定した。受賞作品を見ればリベラルな決定プロセスが反映さ
れ、平均値の高い作品が選ばれた傾向がお分かりいただけると思う。入選賞の作品は、投票結果
に加え、各審査委員の意見を尊重し、個性的なものを選ぶこととした。各界の審査委員の個性が
反映されているといえるだろう。
免震・制振という技術の成熟度が、町並みや暮らしといった漠然としたイメージテーマへと結

びつくためのハードルを高くし、環境的なキーワードのみが目立つ結果になってしまったのかも
しれない。既存のハードルに無縁な小学生の提案の方が伸び伸びしていた所以であろう。
しかしながら、成熟しつつある技術分野だからこそ新しいブレークスルーを模索する努力を怠

れない。本企画の真のねらいもそこにあったと思う。これに懲りずに、当協会が、荒削りでもよ
いから斬新なアイディアを奨励し求め続けて行ってくれる事を切に願うしだいである。最後に本
企画を推進された立道コンペ部会委員長と同部会委員の方々に感謝したい。
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記念事業委員会 ― 9

最優秀賞 「もやし免震」

濁川　拓也（大林組）、丹羽　俊介（大林組）
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講　評：西川　孝夫

一本では頼りない柔らかなもやしも、束ねれば柔軟な免震層が形成されるという発想がユニークである。柔軟な

変形をする部材を束ねた上に建物を設置し、地震時には部材同士の摩擦で減衰を期待し、また、建物同士がもや

しの束の上で寄り添うことによりお互いの建物が押し合い揺れを小さく出来るとする考えも合理的である。もや

しの上に建物群をつくり、人間も寄り添ってしなやかに生きる街を作ろうとする提案は現在の街つくりにないほ

のぼのとした印象を与えてくれ審査員全員が高評価した。
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記念事業委員会 ― 9

優秀賞 「URBAN  TREE  HOUSE」

藤井　俊二（大成建設）、渡邊　朗子（渡邊建築総合研究所）、深尾　　仁（大成建設）
福山　牧男（大成建設）、清水　友理（大成建設）、岡田　直子（大成建設）
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講　評：増田　剛

地面から生えたような何本もの、スチール製の幹が、住居空間を支えるという有機的な形態はユニークで、親近

感がわく。結果としてこの好印象が高い評価につながった。一見、不安定そうに見えるが、幹の足元に取り付け

た滑り形式の免震装置で地震力を逃がし、安定性と安全性を保つ仕組みだ。コンテナ同士は上空でつながってい

き、名前の通り、ツリーハウス的な街を形成する。高層ビルや都市全体を免震化するといった巨大構造物の提案

が目立つなかで、人のスケール感を大切にした低層の免震建築は、無理をしない街づくりの必要性を示しており、

その点も評価したい。
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優秀賞 「GYRO」

大橋　史和（大林組）、森　　洋一（大林組）、貞弘　雅晴（大林組）
南　　尚孝（大林組）、北村有希子（大林組）、成松　匡章（三村設計）
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講　評：川口　健一

大胆なCGと、どこかレトロさを感じさせるロゴで得点を狙っている作品。1960年代の、技術発展を妄信した明

るい未来像の絵の雰囲気が特徴。ジャイロを使うというアイディア自体は、比較的類型的。しかし絵のコンセプ

トとは良くあう。この建築により、居住者の暮らしはどう変わるのであろうか。絵の雰囲気からは、地上と決別

し、背中にしょったジェットエンジンやエアカーで空中を飛び回る、かつての未来人の姿が重なる。接地面積や

太陽光等の中途半端な環境論よりも、この60年代未来像のリバイバルで押し切って欲しかった。400mの高さでの

風力の検討、柱径やジャイロの回転慣性、回転数、そのためのエネルギーなど、簡単に概算可能な記述がない点

にも物足りなさが残る。強烈な表現力が作り上げる「過ぎ去った夢よもう一度」という印象が受け入れられた。
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入選賞 「都市免震構想～地盤による都市免震システムの構築～」

徳山純一郎（大林組）、須藤　敏己（大林組）、冨澤　　健（大林組）
浅岡　泰彦（大林組）、松本　研一（大林組）
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講　評：入江　さやか

地下100メートルの深さまで地盤をカップのように掘り込み、その中に地盤と絶縁した都市を載せて免震を図っ

ている。都市全体を免震化する同様のアイデアは他にも数件みられたが、カップに入ったプリンのような形状の

面白さや、円形の都市の外周部分を水路にして親水空間を創造している点などに魅力が感じられた。プリンの実

物の写真も目を引いた。弥生時代には集落の外周に堀をめぐらせて外敵に備えた「環濠集落」が存在したが、この

案は「地震に備える未来の環濠集落」とも言えようか。この都市の固有周期の概算値が示され、地下100メートル

まで掘り込んだ際の土圧にはリングテンション効果で対応しており、一定の基礎力学的検証もなされている。
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記念事業委員会 ― 9

入選賞 「Light×Growth×Tower」

小野　森司（大成建設）、 澤　昌義（大成建設）、立山　香織（大成建設）、大森　慎司（大成建設）
福田　優子（大成建設）、勝又　　洋（大成建設）、浅野　剛史（大成建設）、前田　有一（大成建設）
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記念事業委員会 ― 9

講　評：入江　さやか

風船のような半透明の「空気膜」で包まれた「透明で柔らかなビル」。最近流行のエアクッションにヒントを得たもの

と思われるが、「ビルは固いもの」という既成概念にとらわれない点に魅力を感じた。ただ、アイデアが建物だけにと

どまっている点が惜しまれた。こんなビルができれば「都市の環境や人々の生活がこう変わる」「こんな活動が可能に

なる」といった「夢」や「未来像」がダイナミックに展開されていればさらに魅力的だったかもしれない。技術的には、

空気層をダンパーとして使った場合にはあまり大きな力は得られない点に注意が必要との指摘があった。
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記念事業委員会 ― 9

入選賞 「FUTURE CITIES」

Ahmad NADERZADEH（Imensazeh Company）、Aliakbar NASRABADI（Private Consultant）
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記念事業委員会 ― 9

講　評：平倉　直子

海のかなたに丘のように連なるアーチ状の建物。詩情あふれる風景画に心魅かれ、スケッチの解読にとりかかる。

コメントがない（イランからの応募であった）由に取り扱いは慎重になる。断面図より、フロアは明らかに地面と

切り離されており、ミニマムなアーチより懸垂したと読み取ることができる。

アーチの3つの脚部の自由度は地震時にどのように働くのか、ユニットの大きさは適切か？疑問もあるが、ダイ

ナミックな「吊り免震」の構想と美しい風景、どちらも未来への強いメッセージと柔らかな発想が含まれ、この賞

の主旨にふさわしい。
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記念事業委員会 ― 9

入選賞 「爆弾免震」

熊谷　由章（大林組）

講　評：川口　健一

本提案は、応募作品の中でも、もっとも乱暴で現実味に欠ける案である。しかし、この程度の冒険を試みるアイ

ディアがもっと欲しかった。また、世の中の無駄なエネルギーの象徴としての「戦争」というキーワードも、評価

したい。太陽エネルギーやCO2削減といったキーワードを免震・制振にこじ付けたような提案が多い中で、「世

界平和」という言葉は新鮮である。街並みや、暮らしという観点は足りないが、戦争がなくなるということを考え

れば、素晴らしい未来像であるといえよう。

09_02_記念事業9.qxd  09.5.19 5:08 PM  ページ 42



1 はじめに
2009年3月19日（木）、JSSIでは日本振動技術協会と

共同で兵庫県三木市にある、E－ディフェンスの震動

台による実大5 層制振構造建物の加振実験を見学し

ました。この実験は（独）防災科学技術研究所が主催す

る、世界初の制振装置を設置した実物大ビル構造物の

加振実験です。制震ダンパーを有する鉄骨建物の大地

震での性能を検証することを目的としています。

12時に新神戸にて待ち合わせた後、20名のJSSI会

員は13名の振動技術協会の会員とともに貸切バスに

てEディフェンスへ向かいました。

2 事前説明
到着、受付を済ませた後、初めに東京工業大学笠

井教授、防災科学技術研究所引野剛特別研究員より

事前説明を受けました。試験体は、実大鉄骨造建物

に制振ダンパーとして鋼材・粘性・オイル・粘弾性

の順に加振実験ごとに設置されて試験が継続されま

した。

今回の公開実験の対象はオイルダンパーでした。

また、コンクリート床スラブ・鉄骨階段・ALC外

壁・カーテンウォール外壁・間仕切り壁・ガラス窓

等も設け、できるだけ実状に近い建物となるように

計画されています。大きさは、長辺方向2スパン

12m、短辺方向2スパン10m、建物高さ約16.8mであ

り、試験体総重量は約580tとなっています。これに

1層より4層まで各層に3基、計12基の制震オイルダ

ンパーが設置されています。

試験体は、いずれのダンパーにおいても1995年兵

庫県南部地震においてJR鷹取駅構内で記録された強

震記録（JR鷹取波）の入力に対し、層間変形角が1/100

以下となり、かつ柱・梁が弾性限以下となるように

設計されています。実験ではこのJR鷹取波が入力さ

れます。

試験体には約1300ch（E－ディフェンスでの実験と

しては過去最多）のセンサーを試験体に取り付け、地

震時の様々な挙動を計測します。

なお、本実験は性能検証実験であることから、加

振後に試験体が損傷することは無いとのことです。

3 実験見学
実験棟に入り振動台上に設置された構造物及び振

動台の大きさにまず驚かされました。

この振動台が３次元に振動することで実際の地震

波を再現します。

振動台上に設置された構造物及びダンパーには

1300chのセンサーが取付けられその多数のケーブル

が外部の計測器まで束になって伸びており、その実

験スケールの大きさに改めて感心させられました。

43見学会報告

Eディフェンス実大制振ビル加振実験

カヤバシステムマシナリー 岡崎伸哉

見学会報告

写真2 防災科学技術研究所引野剛特別研究員

写真1 東京工業大学　笠井教授
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実験は小振幅加振より始まり、その後、JR鷹取波

の70％、84％、と続き、最後に100％加振を実施し

ました。制震ダンパーは予想通りの効果を発揮し、

小振幅においても建物の振動は押さえられ、最大加

振の100％鷹取波においても目視上全く破損等の恐

れは感じられませんでした。

他の制震部材との詳細の比較は分かりませんが、

オイルダンパーは他の制震ダンパーに勝るとも劣ら

ない性能ではないかとのお話がありました。また、

今回の実験の後、制震部材を取付けない構造物の振

動実験も予定されており、こちらとの比較も非常に

興味があるところですが、残念ながら、ブラインド

解析コンテスト実施中につき、詳細DATAは未だ公

表されないとのことです。

4 さいごに
今回大型震動台による、実大5層制振構造建物の加

振実験見学という貴重な体験をさせていただきまし

たが、我々の見学に貴重な時間を割き、便宜を図っ

ていただいた引野特別研究員をはじめとする（独）防

災科学技術研究所の方々、笠井先生をはじめとする

東京工業大学の方々など関係者の皆様に心より謝辞

を評したいと思います。この貴重な体験を今後のJSSI

の活動に活かしていきたいと考えます。

44 MENSHIN NO.64 2009.5

写真4 構造物に設置されたオイルダンパー

写真3 振動台上の実大鉄骨構造物

写真5 オイルダンパーに設置されたセンサー
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講習会報告

第5回技術報告会

免制震ディバイス
齊木健司

1 はじめに
4月23日（木）、東京工業大学大岡山キャンパス西9号館ディジタル多目的ホールにて「第5回技術委員会報告

会」が開催されました。

今回の報告は2006年11月に開催された第4回報告会以降、2年半の活動内容の成果報告となっています。報

告は下記プログラムに示すように入力地震動から免震・制振構造の設計、施工および維持管理に至り、耐風

設計部会のように新しい部会の報告も含め6技術部会、7小委員会および2つのWGから多岐にわたる新鮮なテ

ーマが提示されました。

出席者は各委員会のメンバーをはじめとして、研究者、構造設計者や施工技術者、装置メーカーなど合計

160名余の方が参加されました。

2 プログラム
・開会の辞 技術委員会　委員長　和田　章

・免震設計部会

設計小委員会 委員長　藤森　智

入力地震動小委員会 委員長　瀬尾和大

野中康友

設計支援ソフト小委員会 委員長　酒井直己

・耐風設計部会 委員長　大熊武司

竹中康雄、吉江慶祐

・施工部会 委員長　原田直哉

・免震部材部会

アイソレータ小委員会 高坂隆一

ダンパー小委員会 委員長　荻野伸行

・応答制御部会

パッシブ制振評価小委員会 委員長　笠井和彦

制振部材品質基準小委員会 委員長　木林長仁

・防耐火部会 委員長　池田憲一

・「免震建物の建築・設備標準」作成WG 主　査　森高英夫

・「設計基準」作成WG 主　査　北村佳久

・総合討論

11_講習会報告.qxd  09.5.14 11:39 AM  ページ 45



46 MENSHIN NO.64 2009.5

講習会報告

3 報告概要
各テーマの要旨がまとめられた梗概集が作成されていますので、詳細については「第5回技術報告会梗概集」

を是非ご一読頂ければと存じます。報告会では各テーマの報告以外にも、笠井委員長より実大三次元震動破

壊実験施設（E-ディフェンス）で行われた実大5層制振構造建物および実大4層耐震構造建物の震動台実験の速

報が公開され、耐震構造建物の崩壊に至る過程や、制振構造の震動エネルギー吸収の状態について詳細な解

説を頂きました。

また、出版後4～7年が経過した「免震構造施工標準」、「免震建物の建築・設備標準」および「時刻歴応答解析

による免震建築物の設計基準・同マニュアル」の最新の情報・技術を盛り込んだ改訂作業の状況や、今後新

規に発行される「免震部材の接合部・取り付け躯体の設計指針」、「（仮称）免震建築物の耐風設計指針」の骨子

が報告されており、出版後のそれぞれの分野におけるご活用が期待されます。なお、ダンパー小委員会の活

動報告書は協会のホームページで入手が可能となっています。

4 総合討論・意見交換会
総合討論では、「協会の出版物・マニュアルの中で数値目標を具体的に記述すると、より高い性能を設計

者が求める場合に問題となるのではないか」という具体的な内容に踏み込んだ討論も行われました。引きつ

づき、意見交換会の場でも活発な議論が交換されました。

写真1 和田委員長挨拶 写真2 報告会の状況
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講習会報告

1 はじめに
JSSIとCERA建築構造設計の共催で、地方への普

及を目的として免震セミナーを開催しております。

これまでに平成17年10月第1回埼玉から平成20年11

月第12回神戸を実施しております。本年は東京都内

を中心とする活動とし、第1回を豊島区エリアで開

催しました。本報告は、「第13回免震セミナー23 in

豊島区」について開催記録を報告いたします。日時、

会場は下記の通りです。

日時：2009年3月5日（木）10：00～16：50

会場：コア・いけぶくろ

（豊島区民センター　5階　第1会議室）

会場とした“コア・いけぶくろ”は、免震レトロ

フィット工事で免震建築となった豊島区役所（写真

1）に隣接し、セミナー会場に最適な所でした。今回

も開催エリアの構造設計事務所を中心に13名の参加

を頂きました。

2 セミナー概要
プログラムは前回と同じですが、今回はこれま

での内容を構造設計の手順で説明本にまとめたも

のの改良版を用いました。特に、免震建築を計画

する時点でポイントとなる点を私の経験談を交え

てまとめたものです。内容は第1話から第14話に分

けて設計の準備事項から例題建物を用いた計算、

および計算書のまとめ方まで実践の設計に沿った

ものにしています。また、今回は、たくさんの事

項を限られた時間で説明するために、ポイントの

箇所にアンダーラインを引き、要点を絞り広く浅

く説明を行いました。特に、例題建物の計算では、

告示2009号第六の計算による計算書と時刻歴応答

解析による応答計算書を併記させて、それぞれの

計算のポイントと相違点について紹介を行ってい

ます。告示2009号第六の計算書では表層地盤の水

平せん断剛性の非線形性を考慮した増幅率Gsの計

算を除いて、すべて手計算で計算値が確認できる

ものとしています。トレーストレーニングで複雑

な計算と用語に慣れ、設計への意欲を高めて頂く

ことを目的としたものです。毎回、聴講者の反応

を見ながら、よりわかり易い資料作りに心がけて

います。

テキスト「免震構造設計ノートVer.1.4」の概要とし

て目次を紹介します。

第 1話　免震建築の特徴を周知しよう

第 2話　まず確認しよう

第 3話　基本設計に入る

第 4話　免震層を設計しよう

第 5話　地震・風応答を予測しよう

第 6話　目標耐震性能を設定しよう

第 7話　設計手続きを決定しよう

第 8話　地震応答解析をしよう

第 9話　上部構造を設計しよう

第10話　免震部材の変形・付加応力を確認しよう

第11話　下部構造を設計しよう

第12話　目標耐震性能の確認を行う

第13話　製品・施工管理計画、維持管理計画を

たてる

第14話　設計図書をまとめよう

付録

付－1．免震構造の歴史

付－2．設計例の紹介：RC造共同住宅

付－3．アンカーボルトの設計（ゴム協会の例）

付－4．免震部材特記仕様書例

なお、今回も下記の協賛会社の方々にはアピール

を兼ねた免震に関する技術紹介による協力をして頂

きました。写真2に会場の様子を示します。

①岡部（株）（横山氏）

：戸建免震建物の実大振動実験と施工について

免震セミナー23 in 豊島区
CERA建築構造設計

世良　信次

写真1 豊島区役所（免震建築）
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か一つの建物を免震で構造計算を行いたいと思い

ます。有難うございました。」

4 今後の予定
今後の予定として、本年は東京都内23区を中心

に免震建築の設計を経験されていない設計技術者

を対象として開催いたします。

謝辞

今回もJSSIの事務局、協賛会社の方々には、ご協

力いただき深く感謝申し上げます。

②住友金属鉱山シポレックス（株）（照井氏）

：鉛ダンパーの性能について

③昭和電線デイバイステクノロジー（株）（山添氏）

：積層ゴムの製造方法と性能試験について

④ユニオンシステム（株）（田ノ上氏）

：告示計算による計算プログラムの実演

⑤（株）NTTファシリティーズ（中村氏）

：解析プログラムSEINを用いた免震構造計算

⑥（株）免震テクノサービス（古畑氏）

：維持管理の現状と重要性について

3 今回の反省
今回のセミナーの反省として、今回は、免震構

造建物のデザインのポイントをより分かり易くす

ることに重点をおいた一方、計算の説明が不十分

になってしまった感があります。

次回は、建築計画のポイントや計算方法・手順

の説明図をコンパクトにし、バランスのとれた説

明にしようと考えています。

また、隣接して免震建築があったにも係わらず

教材として活用できなかったことが残念に思われ

ます。この紙面を借りて昼休みに撮影したポイン

ト（写真3, 4）を紹介させて頂きます。いずれも市

街地の建物としての配慮が伺え大変参考になりま

した。

なお、翌日、聴講者の亜久里建築設計の中村氏

から下記のメールを頂き、今回のセミナーの目標

が達成できたと感じました。

「昨日の講習会有難うございました。実務で何と

写真2 会場の様子

写真4 建物の外周に複数貼られたパネル

写真3 高い手摺塀の裏に張られた落下防止ネット
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平成20年度理事会議事録

日　時 平成21年 2月17日（火）午後3：00～5：20

会　場 日本免震構造協会会議室

（東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階）

出席者 理事総数22名／出席理事数11名、

委任状提出9名、監事3名、事務局2名

（出席者名簿、省略）

■配布資料

資料①会員動向

資料②平成20年度1月収支について

資料③創立15周年記念事業について

資料④各委員会活動報告

資料⑤建築基準整備促進補助金事業等について　

資料⑥行事予定

資料⑦会への入会について／日本建築行政会議

資料⑧理事の交代について　

資料⑨内部留保の対策について

資料⑩新法人と指定性能評価機関について

■出席者数の報告および会長挨拶
事務局より、理事総数24名のうち出席理事数は11

名・委任状提出は9名、有効表決数20となり定足数

13以上を満たし、理事会が有効に成立した旨の報告

があった。

続いて議案審議に先立ち、西川孝夫会長による挨

拶が行われた。

■議長選出
定款により、議長には西川孝夫会長が選出された。

■議事録署名人選出
議事録署名人選出について事務局から、黒田英二

理事（第一種正会員）・長橋純男理事（第二種正会員）の

提案があり、異議なく承認され、両人とも承諾した。

■議　事
1. 審議事項
1）会への入会について／日本建築行政会議

………………………………………… 資料⑦

事務局より、資料⑦にもとづき説明があった。

指定確認検査機関の準則では、3億円の財産

の評価額が必要とされているが、性能評価機

関では2億円が想定される。現在、協会は保

険料60万に対し保険てん補限度額3,000万円

で契約しているが、加入している損保で換算

すると約300万円の保険料になると思われる。

現在、改正検討中の確認検査機関の団体賠償

責任保険の特約条項案が成立した場合、日本

建築行政会議に入会すると保険料60万に対し

保険限度額2億円になると思われる。当協会

も、この団体保険に加入したいので、この会

に入会したい旨の提案をしたところ、審議の

結果、承認された。

2）理事の交代について………………… 資料⑧

事務局より、資料⑧にもとづき説明があった。

理事の交代について、オイレス工業（株）・岸

園　司理事の後任に池永雅良氏、（株）ブリヂ

ストン・須藤千秋理事の後任に鈴木重信氏、

（株）鴻池組・鬼頭　城理事の後任に中山光男

氏の候補者が挙がっているとの報告があり、

この案について諮られ、異議なく承認された。

任期については、前任者の残任期間となる。

3）内部留保の対策について…………… 資料⑨

事務局より、資料⑨にもとづき説明があった。

当協会は、内部留保率の数字が高く、国土交

通省より平成22年度からは、30％以下にする

ようにと指摘を受けている。内部留保率の数

字が高い理由は、前受金（新年度の会費の入

金）があるためで、対応策としては、前受金を

減らすか引当金を増やすことが考えられる。

前受金を減らすには、会費の請求書を4月初め

に発行する方法が考えられる。この件につい

ては、運営委員会／財務小委員会で引き続き

検討することで了承された。

4）新法人と指定性能評価機関について

………………………………………… 資料⑩

事務局より、資料⑩にもとづき説明があっ

た。当協会は、昨年12月1日からは、「特例民

法法人」となった。今後は、「一般社団法人」

に移行するための必要な整備をすすめ、その

後状況により「公益社団法人」に移行すること

も視野に置く。指定性能評価機関準則によ

り、変更の可能性もあるが、この方針ですす
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めていくことが承認された。

2. 報告事項
以下、事務局より報告があった。

1）会員動向 …………………………… 資料①

昨年10月からの会員動向は、資料①の通り。

1月末現在の会員数は、第1種正会員105社、

第2種正会員174名、賛助会員73社となった。

2）平成20年度1月収支について……… 資料②

4月から1月までの収支について、収入合計は

9,486万円で、会費収入4,864万円と事業収入

4,515万円に二分される。事業収入の内訳は、

性能評価事業収入が約5割で、技術者認定事

業収入が約4割となっている。支出合計は、

8,730万円で、事業費支出が約8割の6,980万円、

管理費支出が約2割の1,750万円となってい

る。当期の収支差額は756万円である。

3）創立15周年記念事業について …… 資料③

①子ども絵画コンクール

応募は69名あり、審査を行った結果、最優秀

賞1名・優秀賞7名であった。資料③は、受賞

した8名の作品と審査員の選評が掲載されてい

る。絵の大きさはA2サイズほどの大きさで、

どの絵も子どもたちからのエネルギーが感じ

られた。2月末発行の会誌「menshin」にもカラ

ーページで掲載される。

②優秀修士論文賞

締め切りは2月末で、現在の応募状況は数件

である。

③国際アイディアコンペ

作品提出期限は2月末で、現在の応募状況は

数件である。

④研究助成事業（案）について

15周年記念事業の一環として、毎年一回、免

震・制振建築物に関連する調査研究を支援する

「研究助成事業」を本年度よりスタートさせた

い。研究の公募を行い、採用者に対して研究

奨励金による研究助成を行う予定。内容につ

いて、もう少し検討が必要なので、委員会を

立ち上げ進めていくことで了承された。

⑤国際シンポジウム開催（案）について

2009年9月16日（水）、17日（木）、18日（金）の3

日間。

会場は、駒場の東大生研コンベンションホー

ルにて開催。

9月16日（水）ワークショップ（公用語：英語）

9月17日（木）ワークショップおよび見学会

9月18日（金）一般講演会（同時通訳を入れて

ディスカッションを予定）

国際シンポジウムなので、海外から多くの参

加を期待している。

4）新年賀詞交歓会について

1月15日に、明治記念館にて開催した。国土

交通省・住宅局建築指導課 建築防災対策室

の杉藤宗室長が来賓を代表して挨拶をした。

会員・来賓あわせて90名が出席し盛会であ

った。

5）各委員会活動報告 ………………… 資料④

各委員会の活動は、資料④の通り。委員会委

員長を兼ねている理事より報告があった。技

術委員会・和田委員長からは、施工部会で

「JSSI免震構造施工標準2009」の発刊に向けて

作業中であり、免震部材部会/アイソレータ小

委員会では、「免震部材と免震設計入門書（仮

題）」刊行に向けて進めている。資格制度委員

会・長橋委員長からは、免震部建築施工管理

技術者と免震建物点検技術者の資格試験を10

月と1月に実施、また資格更新に必要な更新講

習会を11月に実施した。受験者の数は、255名

と173名で予想を上回る受験者があった。

維持管理委員会・沢田委員長からは、財団法

人住宅保証機構からの委託業務「住宅瑕疵担保

履行法に基づく住宅瑕疵担保責任保険引き受

けに必要な「免震建築物」に係る現場審査方法

等の検討」について対処中である。

6）建築基準整備促進補助金事業等について

………………………………………… 資料⑤

協会が関与している調査事項：10地震力の入

力と応答に関する基準の合理化に関する調査
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のうち、工学基盤マップ作成に関する提案と、

調査事項：12免震建築物の基準の整備に資す

る検討①免震建築物の設計用層せん断力係数

の評価②免震材料の性能評価手法に関する検

討③免震構造の簡易的設計手法の検討を、委

員会を構成し鋭意すすめている。

7）行事予定 …………………………… 資料⑥

今後の予定としては、3/19に「Eディフェンス

制振ビル加振実験見学会」、4/23「第5回技術報

告会」5/中旬に理事会と記者懇談会、5/25に会

誌menshin64号発行、6/4に「総会・協会賞表彰

式」がある。このなかで、5/中旬の理事会に

ついては、5/20に開催することが決定した。

5:20 閉　会
平成21年2月17日

議　　　　長 西川　孝夫

議事録署名人 黒田　英二

議事録署名人 長橋　純男

51理事会議事録
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日本免震構造協会では、平成16年12月24日に指定性能評価機関の指定（指定番号：国土交通大臣　第23号）

を受け、性能評価業務を行っております。また、任意業務として、申請者の依頼に基づき、評定業務を併せ

行っております。

ここに掲載した性能評価（評定）完了報告は、日本免震構造協会の各委員会において性能評価（評定）を完了

し、申請者より案件情報開示の承諾を得たものを掲載しております。

建築基準法に基づく性能評価業務のご案内
◇業務内容
建築基準法の性能規定に適合することについて、一般的な検証方法以外の方法で検証した構造方法や建
築材料については、法第68条の26の規定に基づき、国土交通大臣が認定を行いますが、これは、日本免
震構造協会等の指定性能評価機関が行う性能評価に基づいています。

◇業務範囲
日本免震構造協会が性能評価業務を行う範囲は、建築基準法に基づく指定資格検定機関等に関する省令
第59条各号に定める区分のうち次に掲げるものです。
①第2号の2の区分（構造性能評価）
建築基準法第20条第一号（第二号ロ、第三号ロ及び第四号ロを含む）の規定による、高さが60mを超
える超高層建築物、または免震・制震建築物等の時刻歴応答解析を用いた建築物
②第6号の区分（材料性能評価）
建築基準法第37条第二号の認定に係る免震材料等の建築材料の性能評価

◇性能評価委員会
日本免震構造協会では、性能評価業務の実施に当たり区分毎に専門の審査委員会を設けています。
①構造性能評価委員会（第2号の2の区分） 原則として毎月第1水曜日開催
②材料性能評価委員会（第6号の区分） 原則として毎月第1金曜日開催

◇評価員
構造性能評価委員会 材料性能評価委員会

委員長 和田　　章（東京工業大学） 委員長 寺本　隆幸（東京理科大学）
副委員長 壁谷澤寿海（東京大学） 副委員長 山　峯夫（福岡大学）

山崎　真司（首都大学東京） 委員 曽田五月也（早稲田大学）
委員 大川　　出（建築研究所） 西村　　功（武蔵工業大学）

島 和司（神奈川大学） 山崎　真司（首都大学東京）
瀬尾　和大（東京工業大学）
曽田五月也（早稲田大学）
田才　　晃（横浜国立大学）
中井　正一（千葉大学）

◇詳細案内
詳しくは、日本免震構造協会のホームページをご覧下さい。
URL: http://www.jssi.or.jp/

日本免震構造協会　性能評価（評定）完了報告

平成12年建設省告示第2009号
で定める免震建築物に用いる
支承材。

適用範囲

材料性能評価

性能評価の区分件　名

法37条第二号の認定
に係る性能評価
（免震材料）

日本ピラー工業型
剛すべり支承

（ユニトン支承RX型）

申請者

日本ピラー工業
08007

(H20.12.26)

JSSI-材評-
（完了年月日）

平成12年建設省告示第2009号
で定める免震建築物に用いる
支承材。

法37条第二号の認定
に係る性能評価
（免震材料）

東洋ゴム工業製高減衰
ゴム系積層ゴム支承

東洋ゴム工業
08008
(H21.1.16)
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国土交通省から公表された大臣認定取得免震建物のうち、ビルディングレター（日本建築センター）に掲載されたもの、及び
当協会免震建物データ集積結果により作成しています。間違いがございましたらお手数ですがFAXまたはe-mailにて事務局までお知らせください。
また、より一層の充実を図るため、会員の皆様からの情報をお待ちしておりますので、宜しくお願いいたします。

出版部会　メディアWG URL:http://www.jssi.or.jp/ FAX:03-5775-5734 E-MAIL: jssi@jssi.or.jp

国内の免震建物一覧表

免震建物一覧表
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超高層免震建物一覧表
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委 員 会 の 動 き
耐風設計部会

委員長　大熊　武司

免震部材WGは「免震耐風設計

上での免震部材の現状と課題一

覧」を作成するとともに、応答波

形例に粘性系の例を追加した。風

応答評価WGはランダム加振と

「等価な」正弦波加振についての

検討、実台風記録を利用した仮想

台風モデルの作成法について議論

した。部会としては「第5回技術

委員会報告会」梗概集の原稿につ

いて検討した。

施工部会
委員長　原田　直哉

「JSSI施工標準2009」の改訂作業

は、各担当の執筆原稿を集成した

原稿がほぼ完成した。今後は、7

月頃の刊行に向けて出版社との編

集、最終調整に入る予定である。

免震部材部会
委員長　 山　峯夫

●アイソレータ小委員会

委員長　 山　峯夫

アイソレータ小委員会では、免

震構造の最新の知見を盛り込んだ

「免震部材と免震設計入門（仮題）」

の刊行にむけて執筆に取り組んで

いる。担当者による原稿案の内容

を委員会で議論しているところで

ある。

●ダンパー小委員会

委員長　荻野　伸行

アイソレータ小委員会と連携を

取りながら進めることとなった

「免震部材と免震設計入門（仮題）」

に関するダンパーの原稿作成及び

オイルダンパーの耐火性能につい

て審議している。また、2007年7月

23日にJSSI会員専用ホームページ

で公開した、「免震部材部会　ダ

我々に捉えきれていないことが多

く残っている。少しでもこれらを

明らかにするため、技術委員会は

6の分科会、2のWGにより活発に

活動している。

免震設計部会
委員長　公塚　正行

●設計小委員会

委員長　藤森　智

「免震装置の接合部・取り付け

躯体の設計指針」について部分修

正を加えると共に、本指針に基づ

き設計基準作成WGから依頼のダ

ンパー周りの設計例を作成してい

る。また第5回技術委員会報告会

に向けて、当委員会分の原稿作成

に関する議論を行っている。

●入力地震動小委員会

委員長　瀬尾　和大

入力地震動小委員会での今期

の活動は、建築基準整備促進補

助金事業の分担課題『工学的基盤

マップ等のデータベースのあり

方に関する提案』に対処すること

に集中し、特別WGを設置して対

応した。また、4月に開催予定の

第5回技術委員会報告会に向けて

活動報告の準備を行った。

●設計支援ソフト小委員会

委員長　酒井　直己

「免震建物における非線形粘性

ダンパー増設量の包絡解析法によ

る、簡易な検証ツールの開発また

は設計資料の作成」を目標に、

種々の検討作業を継続中である。

現在までの検討内容を2編に分け

て「2009年度日本建築学会大会学

術講演会」に投稿する作業を進め

ている。

運営委員会
委員長　深澤　義和

運営委員会は、2/3、3/17に開

催した。会員動向、収支状況を確

認したほか、普及活動、記念事業

等の進捗についても確認した。公

益法人改革により、本会は特例法

人となった。5年の猶予期間内で、

新しい法人に移行するために必要

な整備項目、スケジュールを検討

している。新年度の事業計画に向

けて、今年度の収支状況、役員体

制等を点検している。

技術委員会
委員長　和田　章

昨年5月12日に起きた中国 川

地震から1周年を待たずに、イタ

リア中部で大きな地震が発生し、

歴史的建築物だけでなく、それほ

ど古いとは思えない建築物も被害

を受け、300人以上の人命が失わ

れた。宇宙開発、ナノテクノロジ

ーなどの科学技術が進んだ21世紀

になっても自然災害は止まらな

い。イタリアのこの地域で大きな

地震が起きたのは1703年以来であ

り、シシリー島のメシーナ地震が

1908年に起き、その後建築物の耐

震設計に水平力を与える方法が提

案されている。耐震工学はこの約

100年の積み上げで今の技術に至

っている。

しかし、各国には現在の知見が

反映されていない古い建築物が多

くあり、新しい建築についても確

かな技術が設計者や施工者に伝わ

っていないこともあり、被害を受

ける新旧の建物はなかなか減らな

い。免震構造物についても万全と

はいえない。入力地震動の設定か

ら免震部材の性質の把握まで、
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ンパー小委員会　活動報告書」の

改定版についての検討作業を開始

した。

●水平二方向加力時の免震部材の

特性と検証法WG

主査　 山　峯夫

機関誌MENSHIN（63号）におい

て積層ゴム支承の水平2方向載荷

試験において積層ゴムにねじれ変

形が発生し、これが積層ゴムの限

界変形能力を低下させることが報

告された。本WG委員会では水平

2方向載荷がエネルギー吸収能力

や変形能力に与える影響を検証す

ることを目的として活動を始めた

ところである。

応答制御部会
委員長　笠井　和彦

●制振部材品質基準小委員会

委員長　木林　長仁

制振部材の特性を共通評価する

ための検討を行なっており、第一

段階として、粘性系の3種類の制

振ダンパーについて、等価粘性減

衰係数と速度の実験的な関係をま

とめた（1/29, 2/20, 3/26）。成果は

第5回技術報告会で発表予定であ

る。また、3/19にはE-ディフェン

スで行われた制振建物の振動台実

験の見学会を、笠井教授の案内で

実施した。

防耐火部会
委員長　池田　憲一

すべり系装置の耐火構造認定条

件の検討を継続し、認定取得に対

する性能確認試験体について試験

機関と調整した。耐火設計ガイド

ラインの執筆を継続した。オイル

ダンパーの耐火実験結果を検討

した。

「免震建物の建築・設備
標準」作成WG

主査　森高　英夫

同標準2001年版の改定作業を月

1回のWGで実施している。6月開

催予定の総会に向けて最終ドラフ

トを策定している。中間階免震構

造を対象とした設備、EVおよび

EXP.J納まり等について審議中で

ある。また、設計可動量に対して

免震効果を阻害しない設計留意事

項を新たにまとめる予定である。

「設計基準」作成WG
主査　北村　佳久

時刻歴応答解析による免震建

築物の設計基準・同マニュアル

及び設計例」の改訂作業を引き続

き行っている。本年の6月頃には

改定作業を終えることを目標とし

ている。

普及委員会
委員長　須賀川　勝

普及委員会運営幹事会を3月30

日に開催し、次年度の活動計画、

教育普及委員会をはじめ、各部会

での委員増員などについて検討し

た。各部会の活動状況は以下のと

おりであるが、委員会全体として

順調に活動している。

教育普及部会
委員長代理　前林　和彦

今期は、6月以降に「応答制御

の講習会」、「建築学会大会」での

展示、「危機管理産業展」の出展

を検討している。また前年に引き

続き、記念事業支援として見学会

を、6月5日に記念見学講演会（第

3回）、9月17日に国際シンポジウ

ム（第4回）で、11月以降に第5回

を予定している。

出版部会
委員長　加藤　晋平

出版部会の全体会議は、4月22

日（水）に開催されました。5月22

日発行予定の会誌64号の進行状

況、次の65号の内容及び執筆依頼

について検討しました。

創立15周年記念事業の第三回記

念見学会が大阪で開催予定である

と報告された。また、4月23日に

第5回技術報告会が開催され、今

後各委員会の報告概要を順次会誌

に掲載される事も報告された。

社会環境部会
委員長　久野　雅祥

2月24日に第16回委員会を開催。

昨年12月に訪問した（株）日本政

策投資銀行の訪問報告、関連テー

マについて情報の交換などを行

い、来年度活動テーマについて討

議した。

日本政策投資銀行の防災格付融

資制度について、委員会報告とし

てMENSHIN NO.63 2009.2号に紹

介した。

戸建住宅部会
委員長　中澤　昭伸

当部会の免震住宅推進WG（飯

場委員長）において、2/6と3/13の

2回にわたり告示免震で設計を行

うにあたっての技術的な問題の内

容について、話し合いを行った。

内容については免震戸建て住宅の

設計法の簡便化を目指し、地盤の

卓越周期ごとの増幅率を取り込ん

だ応答スペクトル（過去のデ－タ

に基づいた）を作成し、実際の免

震戸建て住宅を用いて試設計を行

いその妥当性を検証している。検

討内容については、JSSI設計部会

の協力を得て行っている。今年度

も引き続き詳細な検討を行う予定

である。

16_01委員会の動き.qxd  09.5.14 11:43 AM  ページ 72



73委員会の動き

資格に関わる講習・試験の実施及

びその合否判定に関わる事業を担

当している。そこで、今年度第4

期の当該期間には、1月24日（土）

に砂防会館別館「淀信濃」会議室

を会場として「第7回免震建物点

検技術者講習・試験」を実施し、

173名が受験した。この講習・試

験について、当委員会は2月18日

（水）開催の委員会において164名

を「合格」と判定し、各受験者に

通知した。

なお、平成21年度の講習・試

験等の実施予定は下記の通りで

ある。

10月4日（日）

第10回免震部建築施工管理技術者

講習・試験

会場：都市センターホテル

11月8日（日）

第5回免震部建築施工管理技術者/

更新講習会

会場：砂防会館

11月29日（日）

第3回免震建物点検技術者/更新講

習会

会場：建築家会館

1月23日（土）

第8回免震建物点検技術者講習・

試験

会場：砂防会館

維持管理委員会
委員長　沢田　研自

平成20年度は、免震建物点検技

術者制度が発足して5年を経てお

り、平成20年11月30日に最初の更

新講習会を、平成21年1月24日は

資格試験を実施しました。また

WGとして昨年度に引き続いて財

団法人住宅保証機構からの委託業

務「住宅瑕疵担保履行法に基づく

住宅瑕疵担保責任保険引受けに必

要な「免震建築物」に係る現場審査

方法等の検討」について、施工部

会からの応援も得て報告書にまと

めました。

維持管理委員会は、しばらく休

止しておりましたが、4年に1度定

期的に実施している「免震建物の

維持管理基準」の見直し、「設計・

施工に役立つ問題事例と推奨事

例」の加筆修正、最近のコンプラ

イアンスの問題と維持管理の関わ

り方など幾つかの解決すべき問題

点が顕在化してきており、それら

を整理すべく21年度は活動を開始

することとしています。

記念事業委員会
委員長　川口　健一

記念事業委員会は2008年で15周

年を迎えた本協会の記念事業を司

っており、既にさまざまな企画が

実行されつつある。現在は、コン

ペ部会（立道郁夫部会長）におい

て、

「優秀修士論文賞（2009年2月28

日締め切り）」

記念調査研究部会（古橋剛部会

長）において、

「研究助成事業」による奨励金

支給研究公募（2009年5月22日締め

切り）が募集中である。

また、広報部会（加藤晋平部会

長）では会員を対象とし、2009年6

月5日に第3回の見学会

「天満計画新築工事建築現場見

学と講演会」を企画している。さ

らに、記念国際ワークショップ部

会（斉藤大樹部会長）において

「持続的社会のための地震応答

制御建築物に関する国際シンポジ

ウム」（2009年9月16日（水）～18日

（金）、於：東京大学生産技術研究

所のコンベンションホール）を

大々的に開催する。これら企画の

詳細は協会ホームページから見る

ことができる。

現在まで、既に、下記のプロジ

国際委員会
委員長　斉藤　大樹

国際委員会は、今年の9月16日

～18日に東京大学生産技術研究

所において開催される「15周年事

業国際シンポジウム」の運営委員

会を兼ねており、現在、シンポ

ジウムの開催準備を進めていま

す。シンポジウムは、最初の2日

間が技術発表会および建物見学、

最終日が一般講演会の構成にな

っており、一般講演会では、日

本、米国、中国、台湾、イタリ

アなどの諸外国の代表的な研究

者による講演（同時通訳あり）が

予定されています。ぜひ、会員

の皆様の積極的な参加をお願い

します。詳しくは、別に掲載す

る開催案内をご覧下さい。

表彰委員会
委員長　河村　壮一

第10回（2009年）表彰委員会は8

名の委員で構成されている。

このたびの第10回日本免震構造

協会賞には、技術賞に3件、作品

賞に11件の応募があった。功労賞

への応募は無かった。応募件数は

ほぼ例年並である。

技術賞応募者に対するヒアリン

グを3月13日に、作品賞応募全作

品の現地調査を2月4日から3月13

日にかけて行った。これらを踏ま

えて第2回表彰委員会を3月30日に

開催し、厳正な審査の結果、技術

賞1件、技術賞（特別賞）1件、作

品賞4件を選出した。また今回新

たに啓発普及功績賞を設け1件を

選出した。

資格制度委員会
委員長　長橋　純男

資格制度委員会は、当協会が認定

する「免震部建築施工管理技術者」

および「免震建物点検技術者」の
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ェクトが成功裏に遂行された。

○「国際アイディアコンペ」（2009

年3月審査終了。協会HPにて近

日結果発表予定。）

○「子ども絵画コンクール～地震

災害のない未来、2050年のこん

な家、こんなまちなみ、こんな

くらし～」

○免震構造普及イベント「来て！

見て！乗って！免震」（市民イベ

ント実施部会　三山剛史部会長

担当）

15周年を記念して様々な事業を

企画し、協会として免震構造の研

究開発を下支えしていく構えであ

る。会員各位にも、是非大いに盛

り上げていただきたい。
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3.6
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3.13
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技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG
普及委員会/戸建住宅部会/免震住宅推進WG
技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会
維持管理委員会/住宅性能保証WG
技術委員会/耐風設計部会
技術委員会/「免震建物の建築・設備標準」作成WG
技術委員会/「設計基準」作成WG
国際委員会
普及委員会/出版部会/「MENSHIN」63号編集WG
普及委員会/出版部会
維持管理委員会/住宅性能保証WG
技術委員会/施工部会
建築計画委員会
技術委員会/免震設計部会/設計小委員会
技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会
技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG
技術委員会/防耐火部会
運営委員会/企画小委員会・財務小委員会合同
技術委員会/免震部材部会/「免震部材標準品リスト-2009-」作成WG
技術委員会/免震部材部会/アイソレータ小委員会
技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会
資格制度委員会/点検技術者試験部会
記念事業委員会/記念国際ワークショップ部会/免震制振SWG
技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会
維持管理委員会/住宅性能保証WG
記念事業委員会
普及委員会/戸建住宅部会/免震住宅推進SWG
技術委員会/防耐火部会/標準試験SWG
運営委員会
普及委員会/戸建住宅部会/免震住宅推進WG
維持管理委員会/住宅性能保証WG
技術委員会/防耐火部会/標準試験体WG
資格制度委員会/点検技術者審査部会
技術委員会/「免震建物の建築・設備標準」作成WG
技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会
技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG
資格制度委員会/運営幹事会
国際委員会
技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会
技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG
技術委員会/「設計基準」作成WG
技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会
普及委員会/社会環境部会
技術委員会/免震設計部会/設計小委員会
技術委員会/防耐火部会
国際委員会/記念国際ワークショップ打合せ
技術委員会/耐風設計部会
国際委員会
技術委員会/免震部材部会/水平二方向加力時の免震部材の特性と検証法WG
技術委員会/運営幹事会
運営委員会/企画小委員会・財務小委員会合同
技術委員会/防耐火部会/標準試験体WG
技術委員会/施工部会
技術委員会/「免震建物の建築・設備標準」作成WG
記念事業委員会/臨時委員会
技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会
建築計画委員会
表彰委員会
普及委員会/戸建住宅部会/免震住宅推進WG
技術委員会/免震部材部会/「免震部材標準品リスト-2009-」作成WG

事務局
建築家会館3F大会議室

事務局
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

建築家会館1F大ホール
建築家会館3F大会議室

事務局
〃

建築家会館3F大会議室
事務局
〃
〃
〃
〃

建築家会館3F小会議室
〃

事務局
〃

建築家会館3F小会議室
事務局

建築家会館3F大会議室
事務局
〃
〃

財団法人住宅保証機構
事務局
〃
〃
〃

建築家会館3F大会議室
事務局
〃
〃
〃
〃

建築家会館3F小会議室
事務局
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

建築家会館3F大会議室
事務局
〃

12
7
8
5
5
9
4
7
3
10
5
12
4
11
13
11
13
6
9
9
7
5
4
10
5
9
3
6
13
11
3
7
3
9
10
9
10
6
6
10
5
5
4
11
12
3
6
6
13
15
7
4
10
9
5
7
5
6
10
12

日付 委員会名 開催場所 人数

委員会活動報告（2009.1.1～2009.3.31）
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3.16
3.17
3.17
3.17
3.23

3.24

3.24
3.24
3.25
3.26
3.27
3.30
3.30
3.31

技術委員会/免震部材部会/アイソレータ小委員会
技術委員会/防耐火部会
運営委員会
技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG
技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG
技術委員会/免震部材部会/水平二方向加力時の免震部材の特性と検証法WG/
高減衰ゴム系積層ゴム支承SWG
技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会
技術委員会/免震設計部会/設計小委員会
技術委員会/「設計基準」作成WG
技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会
国際委員会
表彰委員会
普及委員会/運営幹事会
技術委員会/耐風設計部会

事務局
建築家会館3F大会議室

事務局
建築家会館3F大会議室

事務局

〃

建築家会館3F小会議室
事務局
〃
〃
〃

建築家会館3F大会議室
事務局
〃

11
16
12
13
8

12

6
9
4
13
7
9
7
7

日付 委員会名 開催場所 人数
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会員種別 会員名

氏　名

業種または所属

業種または所属

業　種

入　会

会員種別

会員種別変更

第1種正会員
賛助会員
　　　〃

飛島建設（株）
木下工業（株）
（株）伸構造事務所

建設業/総合
鋼構造物工事業
設計事務所/構造

第1種正会員から賛助会員へ
　　　〃

（株）積水ハウス
（株）松村組　

建設業/プレハブ
建設業/総合

氏　名 所　属会員種別

会員の資格喪失

第2種正会員
　　　〃

朴　　相俊
南　　宏一 福山大学

第1種正会員
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃
第2種正会員
　　　〃
賛助会員
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃

（株）INA新建築研究所
（株）新井組
（株）渋澤
昭和建設（株）
須山建設（株）
大同精密工業（株）
大豊建設（株）
川股　重也
山田　周平
（株）穴吹工務店
エスケー化研（株）
大阪ラセン管工業（株）
窪田建設（株）
（株）ゴウ構造
（株）テクノウェーブ
東海興業（株）
特許機器（株）
（株）メタルワン建材
（株）ヤマウラ

設計事務所/総合
建設業/総合
建設業/総合
建設業/総合
建設業/総合
メーカー/免震材料（アイソレータ）
建設業/総合
東北工業大学

建設業/総合
メーカー/建築材料（耐火被覆材）
メーカー/免震材料（配管継手）
建設業/総合
設計事務所/専業(構造)
建設業/建築
建設業/総合
メーカー/免震材料（配管継手）
商社（建設鋼材事業・冷鉄源事業）
建設業/総合

会員名または氏名会員種別

退　会

名誉会員 1名

第1種正会員 97社

第2種正会員 170名

賛助会員 67社

特別会員 6団体

会員数

 （2009年4月30日現在）
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会員動向

入会のご案内

会員の特典など

入会ご希望の方は、次項の申込書に所定事項をご記入の上、事務局までご郵送下さい。
入会は、理事会に諮られます。理事会での承認後、入会通知書・請求書・資料をお送りします。

お分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432 
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

会員種別 入会金 年会費

300,000円
（1口）
300,000円

免震構造に関する学術経験を有する者で、本協
会の目的に賛同して入会した個人
理事の推薦が必要です

5,000円 5,000円

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の事
業を賛助するために入会した法人

100,000円 100,000円

本協会の事業に関係のある団体で入会したもの

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

特別会員

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の目
的に賛同して入会した法人

別　途 ―

総会での
議決権

会誌送付部数 講習会・書籍等

有／1票
4冊／1口
10冊／2口
20冊／3口

会員価格

有／1票 1冊 会員価格

無 2冊 会員価格

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

委員会
委員長

可

可

不可

委員会
委　員

可

可

可
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社団法人日本免震構造協会 入会申込書〔記入要領〕

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18  JIA館 2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

第１種正会員・賛助会員・特別会員への入会は、次頁の申込み用紙に記入後、郵便にてお送り

下さい。入会の承認は、理事会の承認を得て入会通知書をお送りします。その際に、請求書・

資料（協会出版物等）を同封します。

２．代表名とは、下記の①または②のいずれかになります

３．担当者は、当協会からの全ての情報・資料着信の窓口になります。

４．建築関連加入団体名

５．業種：該当箇所に○をつけて下さい。｛　　　｝欄にあてはまる場合も○をつけて下さい

６．入会事由・・・例えば、免震関連の事業展開・○○氏の紹介など。

例えば・・・・・・総会の案内・フォーラム・講習会・見学会の案内・会誌「ＭＥＮＳＨＩＮ」・会

３団体までご記入下さい。

その他は（　　　）内に具体的にお書き下さい。

費請求書などの受け取り窓口

１．法人名（口数）・・・口数記入は、第１種正会員のみです。

記載事項についてお分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください。

第１種正会員につきましては、申込み用紙の代表権欄の代表権者または指定代理人の□に　を

①代表権者　・・・法人（会社）の代表権を有する人

例えば、代表権者としての代表取締役・代表取締役社長等

こちらの場合は、別紙の指定代理人通知（代表者登録）に記入後、申込書と併せて送付し

て下さい。

②指定代理人・・・代表権者から、指定を受けた者

入れて下さい。
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氏　　　名

所属・役職

担当者

代表者

法　人　名（口　数）

□代表権者

□指定代理人

業種

○をお付けください

会員種別
○をお付けください

申　込　日（西暦）

申込書は、郵便にてお送り下さい。

資本金・従業員数

設立年月日（西暦）

建築関係加入団体名

入会事由

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

氏　　　名

所属・役職

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

ふ　り　が　な

年　　　　　月　　　　　日

万円　　・ 人

A：建設業

B：設計事務所 

C：メーカー

D：ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

E：その他

a.総合　b.建築　c.土木　d.設備　e.住宅　f.プレハブ

a.総合　b.専業　｛1.意匠　2.構造　3.設備｝

a.免震材料　｛1.アイソレータ　2.ダンパー　3.配管継手

　　　　　　4.EXP.J　5.周辺部材｝

b.建築材料（　　　　　）　c.その他（　　　　　   ）

a.建築　b,土木　c.ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ　d.その他（　　　 　）

a.不動産　b,商社　c.事業団　d.その他（　　  　　  ）

*会員コード
*入会承認日

*本協会で記入します。

第1種正会員

〒

〒

E-mail

－ FAX－ － －

FAX － －

賛助会員 特別会員

（　　　　口）

印

印

年　　　月　　日 月　　　　日

※貴社、会社案内を1部添付してください

E-mail

－ －

社団法人日本免震構造協会 入会申込書
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社団法人日本免震構造協会「免震普及会」に関する規約

平成11年2月23日
規約第1号

　社団法人日本免震構造協会免震普及会（以下

「本会」という。）は、社団法人日本免震構造

協会（以下「本協会」という。）の事業目的と

する免震構造の調査研究、技術開発等について

本協会の会報及び活動状況の情報提供・交流を

図る機関誌としての会誌「MENSHIN」及び関

連事業によって、免震構造に関する業務の伸展

に寄与し、本協会とともに免震建築の普及推進

に資することを目的とする。

第１（目的）

　入会手続きの完了した者は、本会員として名

簿に登載し、本会員資格を取得する。

第７（登録）

　本会の目的違背行為、詐称等及び納入金不

履行の場合は、本会会員の資格喪失するもの

とする。

第８（資格喪失）

　本会員は、本協会の会員に準じて、次のよ

うな特典等を享受することができる。

　① 刊行物の特典頒付

　② 講習会等の特典参加

　③ 見学会等の特典参加

　④ その他

第１０（会員の特典）

　本会の目的達成のため及び本会員の向上の

措置として、セミナー等の企画実施を図るも

のとする。

第１１（企画実施）

　日本免震構造協会会誌会員は、設立許可日

より、この規約に依る「社団法人日本免震構

造協会免震普及会」の会員となる。

附則

　会誌は、１部発行毎に配付する。

第９（会誌配付）

　本会員になろうとする者（個人又は法人）は、

所定の入会申込書により申込手続きをするもの

とする。

第３（入会手続き）

　会員となる者は、予め、入会金として１万円

納付するものとする。

第５（入会金）

　納入した会費及び入会金は、返却しないもの

とする。

第６（納入金不返還）

　会費は、年額１万円とする。会費は、毎年度

前に全額前納するものとする。

第４（会費）

　本会を「（社）日本免震構造協会免震普及会」

といい、本会員を「（社）日本免震構造協会免震

普及会会員」という。

第２（名称）
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社団法人日本免震構造協会「免震普及会」入会申込書

申込書は、郵便にてお送り下さい。

申　込　日

氏　　　名
ふ　り　が　な

勤　務　先

自　　　宅

連　絡　先

住　　　所

連　絡　先 TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

会　社　名

（西暦） 年　　　月　　　日 月　　　　日

印

所属・役職

住　　　所

〒　　　－

A：建設業　　 B：設計事務所 　　C：メーカー（　　　　　　　  ）

A：勤務先　　　 B：自　宅

D：コンサルタント　　 E：その他（　　　　　　　  　　　　　　）

〒　　－

業　　　種

会誌送付先

*コード

*入会承認日

*本協会で記入します。

該当箇所に○を

お付けください

該当箇所に○を

お付けください

業種Cの括弧内

には、分野を記

入してください
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会員登録内容に変更がありましたら、下記の用紙にご記入の上FAXにてご返送ください。

●登録内容項目に○をおつけください

1．担当者　　2．勤務先　　3．所属　　4．勤務先住所

5．電話番号　　6．FAX番号　　7．E-mail　　8．その他（　　　　　　　　　　）

送信先　社団法人日本免震構造協会事務局 宛

F A X　 0 3 － 5 7 7 5 － 5 4 3 4

※代表者が本会の役員の場合は、届け出が別になりますので事務局までご連絡下さい。

送付日（西暦） 年　　　月　　　日

会員登録内容変更届

会 社 名

（ ふりがな ）

担 当 者

勤務先住所

会 員 種 別 ：

発 信 者 ：

勤 務 先 ：

T E L ：

所 属

T E L

F A X

E - m a i l

第1種正会員　　第2種正会員　　賛助会員　　特別会員　　免震普及会

〒　　　　　－

（　　　　　）

（　　　　　）

●変更する内容
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インフォメーション

平成20年度免震建物点検技術者試験は、平成21年1月24日（土）東京の砂防会
館にて行われました。
試験の結果を公正かつ慎重に審議のうえ、下記164名を合格者と決定いたし

ました。合格者は、登録申請終了後、本協会より「免震建物点検技術者登録証」
が発行されます。現在、登録申請の受付を行っております。登録期限は、平成
22年2月19日までとなっております。

平成20年度「免震建物点検技術者試験」合格者発表

社団法人日本免震構造協会
会　長 西川　孝夫

資格制度委員会委員長 長橋　純男

（氏名五十音順・敬称略）

安芸　功一

天津　孝一

新井　貴己

安斎　竜児

池田　一成

池田　大輔

石井　貴章

石谷　拓治

石原　卓也

板橋　　修

市川　浩一

乾　　善明

今井　基雄

今井　祐輔

今岡　達彦

井町　昌和

今林　一哉

今村　吉宏

井村　秀美

岩井　　潔

内田　守人

生形　　崇

梅津　朋岳

大河原　光雄

大久保　鉄男

太田　雅己

大歳　　浩

大庭　正俊

大山　祐二

岡田　敦郎

緒方　具視

小口　真輝

奥村　芳則

小田　宗平

小野　正貴

甲斐　康夫

柿澤　雅彦

加古　純一

加地　孝敏

加藤　隆士

加藤　裕之

加藤　芳樹

金丸　義直

金岡　正一

金子　修平

狩谷　昌博

河井　将也

川田　享司

菊池　信哉

菊地　昌之

北野　光彦

木村　和宏

木村　孝一

久次米　薫

工藤　孝光

倉田　健一

子田　　裕

小竹原　寛

後藤　俊明

小西　　実

駒井　　悟

近藤　明洋

酒井　和三

酒井　　豊

迫田　　守

笹木　林則

佐藤　孝之

佐藤　春彦

佐藤　弘康

佐藤　光典

里見　鐵夫

佐野　友治

茂森　健一

篠崎　紀英

柴田　剛志

島村　忠之

白田　　稔

末　　真彦

末松　友孝

鈴木　一喜

鈴木　勝憲

鈴木　重邦

関　　和正

大道　博幸

田　勝司

高田　雄一

高橋　麻記

林　智広

竹内　貞光

竹中　吉晴

田代　一人

田中　健児

田中　幸男

田谷　　清

地場　恵介

辻　　一行

津田　知英

土田　秀明

坪井　正充

寺澤　正文

寺本　和久

栂野　　晃

徳田　達哉

豊島　憲一

中島　邦男

中谷　秀樹

中摩　信宏

中村　幸男

成田　裕一

西居　昭彦

西村　栄二

西山　和司

新田　剛治

根岸　利幸

野島　秀雄

野村　幸雄

野本　篤史

馬場　清人

浜田　　剛

比嘉　マリ

平嶋　秀治

深田　達朗

福田　　雅

福松　秀人

藤元　伸次

船見　晃啓

古谷　賢治

星　　富男

星野　明弘

細井　俊博

堀井　平八朗

堀内　康史

堀江　秀和

牧　　尚志

政 二 　 昇

増井　勝彦

欄木　龍大

松本　博幸

水上　正春

宮川　和利

宮川　力也

三宅　伸征

三幸　謙一

弥勒院　隆秀

村上　綾介

村杉　昌治

村山　　潤

森崎　伸也

森田　賢太郎

森吉　静二

八木　龍二

矢野　正勝

山内　　守

山口　克彦

山嵜　貞弘

大和　洋英

山本　幸司

山本　将嗣

横並　　努

横山　貴美

吉村　正年

輪島　彰人

鷲山　勝成

和田　雅洋
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◇ 2009年春の叙勲受章
事務局

第2種正会員の岡本伸氏が、2009年春の叙勲瑞宝中綬章を受章されました。

岡本氏は、平成11年より平成17年まで当協会の国際委員会委員長を務められ、現在は委員としてご

活躍中です。

◇平成21年度通常総会開催のお知らせ
事務局

日　時：平成21年6月4日（木）15:30～

場　所：明治記念館 2階「鳳凰の間」

東京都港区元赤坂2-2-23（JR信濃町駅より徒歩5分）

※総会終了後、協会賞の表彰式・国際アイディアコンペ表彰式・優秀修士論文賞表彰式および懇親

会を予定しています。

◆平成21年度「免震部建築施工管理技術者講習・試験」のお知らせ
資格制度委員会　

日　時：平成21年10月4日（日）11：00～17：00

場　所：都市センターホテル 3階「コスモスホール」

東京都千代田区平河町2-4-1

※受験資格・申込み方法等、詳細は7月1日にホームページに掲載予定ですのでこちらをご覧ください。

http://www.jssi.or.jp/

◆平成21年度「免震建物点検技術者講習・試験」のお知らせ
資格制度委員会

日　時：平成22年 1月23日（土）11：00～16：00

場　所：砂防
さぼう

会館別館会議室

東京都千代田区平河町2-7-5

※受験資格・申込み方法等、詳細は10月15日頃にホームページに掲載予定ですのでこちらをご覧く

ださい。

http://www.jssi.or.jp/
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6/4 平成21年度通常総会、理事会、協会賞表彰式、国際アイデア
コンペ表彰式、優秀修士論文表彰式、懇親会（東京：明治記念館）

6/4 平成21年日本免震構造協会協会賞募集

6/5 記念事業／第3回見学講演会（大阪）

6/16 通信理事会

日 月 火 水 木 金 土

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

1

8

15

22

29

2 

9 

16 
23/30

3 

10 

17 
24/31

4 

11 

18 

25

8月

8/17 通信理事会

8/26～29 免震フェア2009 in 日本建築学会大会（仙台）

8/28 平成21年度「免震部建築施工管理技術者」
講習・試験申込受付締切り

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

6月

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

7 

14 

21 

28

6 

13 

20 

27

7月
7/1 平成21年度「免震部建築施工管理技術者」

講習・試験案内送信、HP掲載

7/16 通信理事会

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

7 

14 

21 

28

6 

13 

20 

27

9月
9/中旬 理事会（JSSI会議室）

9/16～18 記念事業／国際シンポジウム（東京：東大生研）

は、行事予定日など行事予定表（2009年6月～9月）

※6/17 協会設立記念日

18_03_行事予定.qxd  09.5.19 10:14 AM  ページ 86



87インフォメーション

I n f o r m a t i o n

「第4回 粘性系ダンパーによる既存建築物の制振補強に
関するシンポジウム」開催のご案内

例年開催している標記シンポジウムについて、今年も下記要領で開催を予定しております。尚、講演内容

については変更も有りますので、下記のHPアドレスでご確認くださいませ。

主　　催：早稲田大学創造理工学部建築学科曽田研究室　早稲田大学理工学研究所

協　　賛：（社）日本建築構造技術者協会（JSCA）（社）日本免震構造協会（JSSI）

日　　時：2009年6月12日（金）13時～17時30分

会　　場：早稲田大学西早稲田キャンパス（旧大久保キャンパス）57号館201教室

プログラム：

13：00 開会の挨拶（曽田五月也　早稲田大学）

13：05 戸建て住宅用制振構法の現状と課題（曽田五月也　前出）

13：30 圧効きオイルダンパーによる制振（補強）構法

1）構法の概要と実大振動実験による制振効果の検証（宮津裕次　早稲田大学）

2）振動実験の解析的検証および地震応答解析（松永裕樹　早稲田大学）

3）耐震計算法（曽田五月也　前出）

4）質疑応答

14：45

休憩

15：00 第2部

1）減衰性能評価の必要精度について（岩田範生　近畿大学）

2）低層戸建て住宅の減衰性能評価（宋成彬　早稲田大学）

3）超高層RC住宅の実測による減衰性能評価（平田裕一　三井住友建設）

4）薄板軽量形鋼構造（スティールハウス）の制振化に関する研究（脇田健裕　中部大学）

5）戸建て住宅へ適用する滑り基礎構造の実用化に向けて（曽田五月也　前出）

6）3次元免震住宅の設計・施工（未定　構造計画研究所）

17：00

総合討論・総括

17：30～

懇親会

定　　員：300名

参 加 費：一般2,000円　学生1,000円（資料代含む）

懇親会費：3,000円

問 合 せ：早稲田大学創造理工学部建築学科曽田研究室

Tel&Fax ：03-5286-3278

E-Mail ：symp2009@soda1.soda.arch.waseda.ac.jp

HPaddress：http://www.soda.arch.waseda.ac.jp/

※事前参加申込みは、所属、氏名、メールアドレス、懇親会参加の有無を記入の上、メール、FAX等でお送

りください。
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新日鉄エンジニアリングの

免震シリーズ

■積層ゴム一体型免震Ｕ型ダンパー

従来の免震鋼棒ダンパーに比べ、降伏せん断力当たりの
価格が安く、経済的です。

積層ゴムアイレーターと一体にすることが可能です。
また、ダンパーのサイズ、本数や配置、組み合わせを選択できます。

免震U型ダンパーの360度すべての方向に対し、
ほぼ同等の履歴特性を示します。

地震後のダンパー部分の損傷程度を目視にて確認でき、点検が容易です。
また、万が一の地震後におけるダンパー交換も可能です。

■別置型免震U型ダンパー

免震Ｕ型ダンパー
低コスト

自由度

無方向性

メンテナンス

純度99.99％の純鉛を使用、数mmの変位から地震エネルギーを
吸収します。また800mm以上の大変形にも追随できます。

従来の径180の鉛ダンパーと比べ、２倍以上の降伏せん断力をもち、
経済的です。

地震後のダンパー交換も容易です。また変形した鉛ダンパーは
再加工後、再利用できるため、廃棄物になりません。

高品質

低コスト

メンテナンス

免震鉛ダンパー

強く、安く、扱いやすい
純鉛ダンパー

さまざまな設計・施工ニーズに
応える２タイプの免震Ｕ型ダンパー

■鉛ダンパー

〒100-8071 東京都千代田区大手町二丁目6番3号

問合せ先：03-3275-6667 0120-57-7815 http://www.nsc-eng.co.jp/
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震大地震震に備える

免震建築の普及のため、建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
（約9分）

価格（税込） ： 会　員 ￥2,000
  非会員 ￥2,500
  アカデミー ￥1,500

発 行 日 ： 2005年8月

発 売 元 ： 社団法人日本免震構造協会

［日本語版］
価格（税込） ： 会　員 ￥1,500
  非会員 ￥2,000
  アカデミー ￥1,000

発 行 日 ： 2006年11月

価格（税込） ： 会員［特別価格］ ￥5,500
発 行 日 ： 2006年12月

［英語版］

国際委員会は2000年よりCIB（建築研究国際協議会）のTG44
（Performance Evaluation of Buildings with Response Control 
Devices）の活動もしておりましたが、今回その成果として免制
振に関する世界の現状を記した書籍がTaylor&Frances社より出
版されました。各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹
介、免震建物の地震応答観測結果、装置の紹介、各国の設計例
データシートなどが示されている。　　　　　　　　（英語版）

百年に一度と言われる「金融危機」に引き続いて、
今度は「新型インフルエンザ」の襲来があり、企業の
業務活動が制限される状況となってきています。今
後、経済活動の停滞は建設業への影響も大きく、ひ
いては免震業界へと波及されてくることが考えられ
る。このような状況であればこそ、免・制震技術の優
れた性能を評価していただく提案が必要であり、今
回紹介している電算関連・放送関連・学校など免震
提案で実現できた案件と思われる。
特別寄稿「文化財建造物等の地震対策に関する日

中専門家ワークショップ」では四川大地震での文化財
の被害状況及び修復の考え方が掲載されているが、

日本でも京都・奈良の「世界遺産」の保存を考えてお
く必要も感じられた。
「アイデアコンペ」では、最優秀賞として「もやし免
震」などユニークな提案がありましたが、2050年には
平和でユニークな免震建物が数多く建っていることを
願っています。
免震建築訪問は、先進技術開発に望ましいワーク

スペースを追求した「日産先進技術開発センター」で、
大きなガラスの屋根からの自然光が印象深い訪問で
した。今回の訪問取材を含め編集WGは、加藤（巨）、
小山、齋藤、竹内、千馬さんの5名の方々でした。御
苦労様でした。

出版部会委員長　　加藤　晋平

編集後記
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非会員価格
会員価格

発行年月内　　　　容タイトル

タイトル 内　　　　容 発行年月
会員価格
非会員価格

会誌「MENSHIN」
免震建築・技術に関わる情報誌、免震建築紹介、免震建築訪問記、設計例、部材の性能、
免震関連技術等

【A4版・約90頁】

￥2,500

￥3,000

免震部材標準品リスト
≪改訂版≫－2005－

大臣認定された免震部材で、免震建築物の設計に必要な部材ごとの性能基準値を一覧表に
まとめたもの

【A4版・586頁】

￥3,500

￥4,000

免震建物の維持管理基準
≪改訂版≫－2007－

免震層・免震部材を中心とした通常点検・定期点検など、免震建物維持管理のための点検
要領などを定めた協会の基準
（ユーザーズマニュアル付） 【A4版・19頁】

￥500

￥1,000

設計・施工に役立つ問題事例
と推奨事例ー点検業務から
見た免震建物ー

免震建物の点検時に発見される設計や施工に起因する不具合事例について、推奨事例も含
めて解説。チェック編と解説編から構成。建築計画、構造計画、配管・配線計画、施工計
画、免震部材、維持管理について解説。 【A4版・20頁】

￥500

￥1,000

積層ゴムの限界性能とすべり・
転がり支承の摩擦特性の現状

積層ゴムアイソレーターの限界性能、すべり・転がり支承の摩擦特性に関する実データを
集積し調査結果をまとめたもの

【A4版・46頁】
￥1,500

年4回発行
2月､5月､
8月､11月

2005年2月

2007年8月

2007年8月

社会環境部会活動報告書
（免震建物と地震リスク、環境問
題、地震防災）

最近の免震構造を巡るトピックスとして、免震建物と地震リスク、環境問題、地震防災に
おける免震建物の有効性の3テーマを取り上げた活動報告書。

【A4版・101頁】

¥2,000

¥2,500
2007年12月

2003年8月

パッシブ制振構造設計・
施工マニュアル
≪第2版　第2刷≫－2005－

わが国で唯一のパッシブ制振構造専門の設計・施工マニュアル　摩擦ダンパーも加わり第
1版をさらに分かり易く改訂

【A4版・515頁】
￥5,0002007年7月

免震部材JSSI規格
－2000－

免震部材に関する協会規格　アイソレータ及びダンパーに関する規格集
【A4版・130頁】

￥1,500

￥3,000
2000年6月

JSSI 時刻歴応答解析による
免震建築物の設計基準・
同マニュアル及び設計例

時刻歴応答解析法により免震建築物の耐震安全性を検証する際の設計マニュアル
【A4版・175頁】

￥2,000

￥2,500
2005年11月

免震建築物のための
設計用入力地震動
作成ガイドライン

主に免震建築物の設計実務に携わる構造技術者が入力地震動について理解を深めようとす
る際の指標となるもの

【A4版・100頁】

￥1,000

￥1,500
2005年11月

免震建築物の
耐震性能評価表示指針
及び性能評価例

免震建築物の地震に対する性能を時刻歴応答解析法により評価する具体的な方法を示すも
ので、性能評価例付き

【A4版・225頁】

￥2,000

￥2,500
2005年11月

免震建物の建築・設備標準
－2001－

免震建物の建築や設備の設計に関する標準を示すもの
※売切中　2009年6月に改訂版発刊予定 【A4版・63頁】

￥1,000

￥1,500
2001年6月

免震のすすめ
これから建物を建てようとする方々向けに大地震から人命・財産・日常生活を守る免震建
物を分かり易く解説、メリット・装置の役割・コストと性能などを記したカラーパンフレ
ット 【A4版・3ツ折】

100部まで無料
（100部以上
ご相談）

2005年8月

大地震に備える
～免震構造の魅力～
【日本語・DVD】

免震建築の普及のため建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
【DVD 約9分】

￥2,000

￥2,500
※Academy
￥1,500

2005年8月

大地震に備える
～免震構造の魅力～
【英語・DVD】

【ナレーション・字幕/英語】
免震建築の普及のため建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの

【DVD 約9分】

￥1,500

￥2,000
※Academy
￥1,000

2006年11月
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改正建築基準法の
免震関係規定の技術的背景

考え方・進め方免震建築

免震構造施工標準
－2005－

免震建築物の技術基準解説及び
計算例とその解説

【日本建築センター】

免震建築物の技術基準解説及び
計算例とその解説（戸建て免震
住宅） 【日本建築センター】

耐震改修ガイドライン
【日本建築防災協会】

RESPONSE CONTROL AND
SEISMIC ISOLATION OF
BUILDINGS 【Taylor＆Franis】

免震建築物を設計する構造技術者向けの免震関係規定に関わる技術的背景を解説したもの
【A4版・418頁】 2001年9月

¥4,500

¥5,000

¥2,600

¥2,940

¥2,100

¥2,500

¥3,500

¥4,000

¥3,550

¥4,100

¥3,800

¥4,500

¥5,500

非売

2005年5月

2005年7月

2001年5月*1

2006年2月*1

2006年6月*2

2006年12月

建築家、建築構造技術者など免震建築の関係者対象の技術書。
Q＆A方式で、免震建築全般にわたり、免震の基本から計画・設計・施工・維持管理など
幅広く解説 【A5版・200頁】

免震構造の施工に関する標準を示すもので免震部建築施工管理技術者必携のもの
【A4版・100頁】

「免震告示（免震建物の構造方法に関する安全上必要な技術的基準（平成12年建設省告示
第2009号））」に関する解説書

【A4版・216頁】

主に戸建て免震住宅に関して平成16年国土交通省告示第1160号により改正された「免震
告示」の解説書

【A4版・195頁】

既存の主としてRC造建築の免震構法・制震構法を用いて耐震改修する際の手引書
【A4版・129頁】

各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹介、免震建物の地震応答観測結果、装置の
紹介、各国の設計例データシートなどが示されている。（英語版）

【B5版・397頁】

*1 協会の販売は2006年5月～　　　*2 協会の販売は2006年10月～

協会編集書籍のご案内（他社出版）

第5回技術報告会梗概集 技術委員会（免震設計・応答制御・免震部材・施工・防耐火部会等）の
2006年～2008年の活動報告書 【A4版・174頁】

￥2,000

￥2,500
2009年4月
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